
　　　　　　　　　　　　平成２７年第４回柳津町議会定例会会議録
　　平成２７年１２月９日第４回柳津町議会定例会は柳津町議会議場に招集された。

１．応招議員は次のとおりである。

　　１番　田　﨑　信　二　　　６番　鈴　木　吉　信　　　９番　磯　部　　雄
　　２番　齋　藤　正　志　　　７番　荒　明　正　一　　１０番　小　林　　　功
　　３番　菊　地　　　正　　　８番　伊　藤　　　毅　　１１番　伊　藤　昭　一

　　５番　横　田　善　郎

２．不応招議員は次のとおりである。

　　な　し

３．会議事件は次のとおりである。

　　会議録署名議員の指名について

　　会期の決定について

　　諸般の報告について

　　町長の説明について
　　陳情について　　陳情第５号・陳情第６号
　　一般質問（通告順）
　　報告第 １ 号　総務文教常任委員会付託案件審査結果報告

　　報告第 １ 号　産業厚生常任委員会付託案件審査結果報告
　　議案第８２号　柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について
　　議案第８３号　柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定につ

　　　　　　　　　いて
　　議案第８４号　柳津町表彰条例の一部を改正する条例について

　　議案第８５号　柳津町税条例の一部を改正する条例について
　　議案第８６号　損害賠償の額の決定及び和解について
　　議案第８７号　平成２７年度柳津町一般会計補正予算
　議案第８８号　平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算
　議案第８９号　平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算

　議案第９０号　平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算

　議案第９１号　平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算

　議案第９２号　平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算
　議案第９３号　平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算
　議員提出議案

　　　第 ３ 号　柳津町議会会議規則の一部を改正する規則について

　議案第９４号　指定管理者の指定について
　議案第９５号　指定管理者の指定について

　議案第９６号　指定管理者の指定について

　議案第９７号　指定管理者の指定について

　議案第９８号　指定管理者の指定について
　議員提出議案
　　　第 ４ 号　専決事項の指定についての一部改正について

　　　第 ５ 号　公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書の提出について
　　　　　　　　　　　　平成２７年第４回柳津町議会定例会会議録

　　　　　　　　　　　　第１日　平成２７年１２月９日（水曜日）

１．出席議員は次のとおりである。

　　１番　田　﨑　信　二　　　６番　鈴　木　吉　信　　　９番　磯　部　　雄
　　２番　齋　藤　正　志　　　７番　荒　明　正　一　　１０番　小　林　　　功
　　３番　菊　地　　　正　　　８番　伊　藤　　　毅　　１１番　伊　藤　昭　一

　　５番　横　田　善　郎

２．欠席議員は次のとおりである。

　　な　し

３．地方自治法第121条の規定により出席を求められ、出席した者は次のとおりである。

	町長
	井　関　庄　一
	
	建設課長
	天　野　　　高

	副町長
	郡　司　博　道
	
	教育委員長
	新井田　順　一

	総務課長
	矢　部　良　一
	
	教育長
	目　黒　健一郎

	出納室長
	角　田　　　弘
	
	教育課長
	横　田　勝　則

	町民課長
	鈴　木　春　継
	
	公民館長
	鈴　木　晴　美

	地域振興課長
	金　子　佳　弘
	
	代表監査委員
	目　黒　忠　威


４．会議に職務のため出席した者の職氏名。

	議会事務局長
	鈴　木　一　義
	
	主任主査
	田　﨑　好　章


５．会議事件は次のとおりである。

　　日程第１　会議録署名議員の指名について

　　日程第２　会期の決定について

　　日程第３　諸般の報告について

　　日程第４　町長の説明について

　　日程第５　陳情について　　陳情第５号・陳情第６号
　　日程第６　一般質問（通告順）
　　　　　　　　　◎開会及び開議の宣告
○議長

　　　ただいまから、平成27年第４回柳津町議会定例会を開会いたします。
　　　会議に先立ちまして、10月１日付で教育委員長に就任されました新井田順一君より就任の挨拶をいただきます。
　　　教育委員長。

○教育委員長（登壇）

　　　皆さん、おはようございます。ただいまご紹介をいただきました教育委員長を仰せつかりました新井田順一であります。ただいまこのような機会をいただきましてまことにありがとうございます。
　　　私は、10月の教育委員会臨時会におきまして、図らずも委員長の大役を引き受けることになりました。まだまだ経験不足の若輩者でございますが、教育委員各位の協力を得て誠心誠意務めさせていただきたいと存じております。簡単でございますが就任の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。（拍手）
○議長

　　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）

　　　本日の議事日程はお手元にお配りのとおりであります。

　　　これより議事に入ります。

　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名について

○議長

　　　日程第１、会議録署名議員の指名について。

　　　本定例会の会議録署名議員は会議規則第127条の規定により指名をいたします。

　　　３番、菊地　正君、５番、横田善郎君、６番、鈴木吉信君、以上３名を指名いたします。
　　　　　　　　　◎会期の決定について

○議長

　　　日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

　　　お諮りいたします。

　　　本定例会の会期については、さきの議会運営委員会において、本日から12月11日までの３日間と協議願ったところでありますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本定例会の会期を本日から３日間とすることに決定いたしました。

　　　　　　　　　◎諸般の報告について

○議長

　　　日程第３、諸般の報告について。

　　　これより平成27年９月10日開会の第３回定例会以降、本日までの諸般の報告をいたします。

　　　まず、議会の諸般の報告については、お手元にお配りのとおりでありますので報告にかえます。

　　　また、一般質問の中で「検討します」との答弁について、その後の経過についての報告はお手元にお配りのとおりであります。なお、議会全員協議会において報告書に基づき協議を行います。

　　　次に、柳津町監査委員より、平成27年度定期監査結果報告並びに平成27年８月から10月までに関する例月出納検査結果の報告がありました。お手元にお配りした写しのとおりでありますので報告にかえます。なお、定期監査報告書の各課の詳細については、議会事務局に保管してありますので申し添えます。
　　　次に、柳津町議会常任委員会で実施しました所管事務調査について報告を求めます。

　　　総務文教常任委員会の報告を求めます。

　　　総務文教常任委員長、鈴木吉信君。

○総務文教常任委員長（登壇）
　　　おはようございます。
　　　柳津町議会総務文教常任委員会行政調査報告を行います。
　　　去る11月５日・６日、１泊２日にて行政調査を行いましたので報告いたします。

　　　今回は、柳津町が現在取り組んでいる中学校統合の現状視察と文化施設等の運営状況についての調査でした。
　　　11月５日午前８時に出発し、耶麻郡西会津中学校を視察いたしました。この中学校は、これまであった４校（西会津中学校・群岡中学校・新郷中学校・奥川中学校）が町の人口の減少により学校の小規模化が進み、新郷中学校や奥川中学校では授業や部活動などの学校教育全般についての活発な活動を期待するのが困難な状況でした。こうした状況を踏まえ、西会津町及び教育委員会では人間形成の重要な時期を過ごす中学校の教育環境整備に重要性を認識し、それらの改善を図るため町内４つの中学校を統合し、適正規模の中学校として尾野本地区に新たな西会津中学校を平成14年４月１日に誕生させました。

　　　それまでの経緯は、平成２年５月に第１回中学校統合懇話会を開催し、平成６年９月に中学校適正配置等審議会を設置後、およそ３年間で７回の審議会を開催して統合中学校建設基本計画を策定。その後、町議会全員協議会に平成10年７月と平成11年９月に基本設計を説明し、この間、平成11年６月に町議会定例会にて用地の取得を議決しました。さらに、議会では学校名条例改正、校舎建築工事請負契約、太陽光発電装置設置工事請負契約等さまざまな契約を議決しました。
　　　平成２年の中学校統合懇話会から地域住民に周知することにより統合の賛意を受け、方向性を出してから約８年で統合中学校建設基本計画を策定後、４年での開校となりました。

　　　統合後の中学校の現状ですが、最も気になる通学時間ですが、早朝７時15分発の40分間を最長時間として、12路線を12台のスクールバスの配備により登下校ともに問題なく運行されているようですが、今後の出生状況ではそれ以上に時間を要する路線も出る可能性があるとのことでした。

　　　新西会津中学校への統合は、それまでの４校の教育環境での同じ課題が存在していたことから統合することに対しての大きな反論的なものはなく、スムーズに進められたものと思われます。なお、小学校も昨年、統合により新しい校舎を隣に建設しましたが、住民の統合への理解が進み、起案から２年での統合となったそうです。

　　　町職員の説明では、「小学校については一刻も早い解決が望まれ、学校統合による地域の荒廃等は全くない」とのことでした。

　　　今、柳津町での教育委員会の基本方針が出され、数回の協議が開催されていますが、「将来の柳津町を担う子供たちの教育環境を考えた場合、どうあるべきか」を原点とすべきであることを忘れてはならないと感じました。

　　　そして次に、山形県に入り、将棋の駒で有名な天童市にある広重美術館、また、株式会社天童木工を視察いたしました。

　　　広重美術館は民間で運営していますが、広重の作品からすれば施設・作品ともにもっと大きくＰＲすべきではないかと思うくらいつつましやかな現状でした。また、年間の来場者数は１万人ほどとのことです。600円の入場料金での運用は厳しいとのことでした。

　　　また、株式会社天童木工では、東京ドーム２個分の敷地の中に工場があり、その作業状況が一目で理解できるように見学スペースを備えた近代的な工場でした。テーブル、椅子を含め、さまざまな種類の家具を中心に製造・展示してありました。最近では日本車の木製ハンドル製造にも力を入れているとのことです。

　　　ここで驚いたことは、家具等の原材料となる木はブナ等で、日本では伐採が禁止されていることからドイツやクロアチアといった外国からの輸入材であることです。しかし、ブナといった木質は家具には最適であるが、輸入材であるため高価なものにならざるを得ないということです。また、日本だけに生育する杉ですが、家具等への活用はブナ等に比べ材質的に難しく、さらなる研究が必要とのことでしたが、圧縮することで硬度を高め、新しい商品開発をしたことは杉材の未来に可能性を感じ、大変参考となりました。

　　　我が町は広い面積の森林があります。利用されないことで伐採、植林がされていません。新陳代謝が図られないことで森林はますます老朽化していきます。

　　　今、地球規模で自然環境に大きく貢献している森林は、逆に負の財産となってしまうのではないかと危惧されます。現状を静観したままでいいとは誰も思っていないはずであります。森林の新たな利活用に向けた挑戦が必要ではないかと考えさせられました。

　　　今回の行政調査に対し多くのご協力をいただきました教育長及び教育課長に対し心より御礼を申し上げ、総務文教常任委員会行政調査報告といたします。

○議長

　　　次に、産業厚生常任委員会の報告を求めます。

　　　産業厚生常任委員長、横田善郎君。

○産業厚生常任委員長（登壇）
　　　それでは、平成27年度柳津町議会産業厚生常任委員会行政調査報告をいたします。

　　　去る11月９日から10日までの１泊２日で、福島市、宮城県及び山形方面の行政視察調査を行ったので報告いたします。
　　　今回の調査目的は、町の86％を占める森林、急峻な地形及び温泉などの地域資源の活用が産業振興、新たな雇用の場の創設による収入増に結びつかないかを目的とし、先進地視察研修を行いました。11月９日７時30分、町のワゴン車により委員全員５名、議会事務局長、執行部より目黒農林振興班長の計７名により、局長の運転で出発しました。
　　　最初の視察地、福島市土湯温泉のバイナリー発電及び小水力発電を視察いたしました。両方とも全くの民間企業で設置・管理運営を行っていました。それぞれ別会社でしたが、組織は全く同じで、つちゆ温泉エナジー、つちゆ清流エナジー両株式会社であり、社長の加藤氏、説明者２名の迎えを受け、時間の関係上、屋外で加藤社長の挨拶及び概略説明の後、温泉熱利用の発電施設の案内を受けました。

　　　そもそも起業の発端は、土湯温泉が７軒も廃業し、さらに衰退の心配が顕著になり、当時、温泉組合の理事長をされていました加藤社長が危機感を持たれ、地域資源である源泉130度で豊富な湯量、落差があり暴れ河川と言われた荒川の活用でした。事業に当たり、地元の理解はすぐに得られましたが、公的な支援は受けられず、さらに法的規制の承認に多くの時間を費やしたそうです。それでも法的規制を解除し、国の補助金を得ながら設置し、発電施設が運転されるとマスコミに取り上げられ、視察者や観光客もふえ、廃業した温泉旅館のうち２軒が再開し、現在は福島市も広報・宣伝に協力してくれるそうです。

　　　発電方式は、高温蒸気を使い比較的高い発電を得られるフラッシュ方式でなく、湯と蒸気の両方を使い、その媒体熱発電のバイナリー方式により400キロワットを発電し、年間260キロワット、約500世帯分の売電計画でした。設置費用は調査費に6,000万円、建設費に６億3,000万円、そのうち10％の6,300万円の補助金を受け、残は全額借り入れで賄ったそうであります。関連施設としてのハウス栽培や養魚場の実験施設がありましたが、いずれの副業施設も専門的知識を要して大変であることを自覚しておりました。高温湯量、送電施設、地元の理解など土湯の恵まれた環境を生かしており、同じ方式での発電は柳津町では難しいと考えられました。現在の地熱発電でくみ上げられた湯熱の媒体発電を検討すべきでないかと委員の意見でありました。
　　　次に、小水力発電施設の説明を受けました。小水力発電施設は土湯温泉街を流れる荒川の支流約１キロメートル上流に取水施設があり、そこから320メートル下流に発電所がありましたが、50メートルあるその落差にびっくりしました。発電能力は最大140キロワット、常時40キロワット、使用水量は最大で0.45㎥／ｓで小規模なため、電気事業法上のかなりの認可条件が不要となっておりました。地域は、単なる発電施設でなく、温泉街からの遊歩道や公園の整備が進んでいました。発電施設も半地下とし、自然公園法や森林法に考慮した施設として地域整備を図っておりました。

　　　私たちが関心を持ったのはその概念、推進体制及び地元の協力でありました。そもそも土湯温泉の衰退から復興まちづくりを模索し、2011年から発足した土湯温泉再生復興再生協議会を母体とし、都市再生整備事業を取り込み発展させた現在の土湯温泉町地区まちづくり協議会を核とし、温泉協同組合やＮＰＯ土湯温泉観光まちづくり協議会が出資した団体から資本金2,000万円の株式会社元気アップつちゆを設立し、そこから各500万円の出資を受け、温泉発電、バイナリー発電と小水力発電の２社を事業会社としました。発電は単なる電気事業ではなく、土湯の環境や自然資源活用を掲げ、地域の協力を得て土湯温泉町の振興、発展を願うものでありました。

　　　その後、仙台市に向かい、昼食後から小規模木質バイオマス発電事業に取り組んでいる株式会社ガイア環境技術研究所を視察させていただきました。もとより町に豊富にある森林資源や廃屋廃材の活用、町民への所得還元計画は必然であり、委員一同関心がありました。事務所で説明を受けた後、郊外にある実証施設を視察しましたが、現在、完全な木質バイオマス発電はなく、幾つかの問題を抱え実証段階であり、同研究所も発電効率や木質を燃やしたときに発生する木質ガス発生、炭、木酢液、環境アセス等をクリアするには約１年程度の時間を要するとの説明でした。しかしながら、山村において山林活用は不可欠であり、森林整備などによる町の自立振興に取り組むべきではないかとの委員意見でありました。

　　　施設は、発電機を設置する前のボイラーである還元滅菌炭化加工機という名前で能力により変わりますが、初期投資はキロワット100万円、2,000キロワット規模を計画すれば20億必要で、全国の木質バイオマス発電はコスト的にも安定していないのが現状のようであります。各種の発電方式が改良されつつあり、もみ殻処理、燻炭、木炭など発生材は魅力であり、木質バイオマス発電は、現在の売電キロワット40円が保証されるのであれば将来有望であると思われます。
　　　次の日10日は、農産物販売所秋保ヴィレッジ「アグリエの森」を見学しました。お茶の会社が運営しておりますが、実に多種の農産物があり、付近の農家が出品していました。

　　　その後、県を挙げて林業振興に取り組んでいる山形県天童市に向かいました。天童市はペレットストーブの販売拠点であり、道の駅にもみ乾燥機で有名な山本製作所のモデル製品が展示してありました。台数をそろえるのはこれからだそうですが、29畳用で約40万円、ペレット10キロ１袋使用で24時間もつそうであります。山形県では肝いりで推進し、補助もあるなど、委託された担当者が熱心に説明しておりました。ペレットは安定して供給され、煙突の掃除は必要ないそうですが、灯油が安い現在、手間のかかるペレットストーブに手は出ないと思われます。山形県内では年間何10台か売れているそうでありますが、これで予定した施設は終わり、帰町途中の道の駅たかはた、高畠ワイナリー、亀岡文殊菩薩などの観光地状況を視察しながら無事、柳津町に着きました。

　　　今回の行政視察を参考に委員一同さらに見識を高め、行政推進に貢献することを総括し、産業厚生常任委員会行政調査報告といたします。
　　　以上であります。

○議長

　　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告を求めます。
　　　２番、齋藤正志君。
○２番（登壇）

　　　平成27年10月、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会の報告をいたします。
　　　去る10月14日から10月21日までを会期とし、組合庁舎４階講堂において定例会が開催されました。
　　　提出案件は、管理者側提出案件の条例案件が２件、予算案件が３件、参考案件が１件、報告案件１件、承認案件が４件と議会側提出案件の報告案件１件であります。

　　　全案件、特に異論なく、原案のとおり可決されましたことを報告いたします。

　　　なお、詳細につきましては、事務局に資料がございますのでごらんください。
○議長

　　　以上をもって諸般の報告を終わります。

　　　　　　　　　◎町長の説明について

○議長

　　　日程第４、町長の説明について。

　　　町長の挨拶と提出議案の説明を求めます。
　　　町長。
○町長（登壇）

　　　皆さん、おはようございます。

　　　本日、平成27年第４回柳津町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様には年末を迎え何かとご多忙の折にもかかわらずご出席をいただき、まことにありがとうございます。厚く御礼を申し上げます。
　　　本定例会におきましては、条例の制定、改正及び損害賠償の額の決定及び和解、並びに平成27年度補正予算等について提案をいたしますので、ご審議の上、全議案議決賜りますようお願いを申し上げます。
　　　さて、ことしは昭和30年３月31日に旧柳津町と西山村が合併し60年を迎えた本町にとりまして、節目の年でございました。この節目の年に議員各位を初め多くの町民の皆様、関係者の方にご臨席をいただき、盛大に記念式典を挙行できましたことは、この上ない喜びでございます。この式典を機に、新たなスタートとして町民の皆様とともに本町の発展のため全力で取り組んでまいります。

　　　また、本年４月、発生いたしました塩野地内の土砂災害についても、関係地区、県等と協議しながら工事を施工してきたところであり、県道会津高田柳津線については、11月30日におかげさまをもちまして通行どめが解除となったところであります。町といたしましては、積雪前に開通できましたことは大変うれしく、町民の皆様とともに喜びを感じているところであります。
　　　さて、安倍首相は去る10月７日に「未来へ挑戦する内閣」として第３次安倍改造内閣を発足し、少子高齢化社会に歯どめをかけ、50年後も人口１億人を維持し、誰もがもう一歩前に踏み出せる社会をつくると表明し、「１億総活躍社会」をスローガンに、「戦後最大のＧＤＰ600兆円、希望出生率1.8、介護離職者ゼロという３つの大きな目標に向かって新しい３本の矢を力強く放つ」と述べております。

　　　また、11月の国の月例経済報告では、景気はこのところ一部に弱さも見られるが緩やかな回復基調が続いていると報告をされており、今後の先行きについても、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で各種政策の効果もあって緩やかな回復に向かうことが期待をされていると思っております。しかしながら、いまだ地方ではその効果は見えていない状況であり、安倍首相の掲げる新３本の矢により地方の景気回復が確実に進んでいくことを期待するところであります。

　　　このような中、来年度の予算編成に当たっては、今なお冷え込む地域経済、社会保障関係の増加により地方財政は厳しい運営が続いているところであり、今後の国・県の動向を踏まえた中で収入及び支出を厳しく見込みながら作業を進めざるを得ない、そういった考えを持っているところであります。

　　　現在、第５次柳津町振興計画の後期計画を策定中でありますが、町の将来像であります「みんなが主役　笑顔広がる絆の町」を実現するために、今後とも適正かつ効率・効果的な行財政運営に取り組み、各種施策・事務事業遂行のため全力を傾注してまいりますので、議員の皆様方のご理解とご協力をお願いを申し上げる次第であります。
　　　なお、本議会に提案いたします案件は、条例の制定に関する案件、２件、条例の改正に関する案件、２件、損害賠償の額の決定及び和解に関する案件、１件、平成27年度補正予算に関する案件、７件、以上の12件であります。

　　　慎重審議の上、全議案議決賜りますようお願いを申し上げまして、私の挨拶とさせていただきます。
　　　　　　　　　◎陳情について
○議長

　　　日程第５、陳情について。

　　　陳情第５号「公立小中学校の教職員数の充実・確保のための意見書の提出を求める陳情」についてを議題といたします。

　　　お諮りいたします。

　　　本陳情書は、陳情の趣旨を尊重し、総務文教常任委員会に付託し、本会期中に審査をすることにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本陳情は総務文教常任委員会に付託し、本会期中に審査をすることに決定しました。

　　　次に、陳情第６号「景観整備事業伐採跡地への公園及び遊歩道の計画についての陳情」についてを議題といたします。

　　　お諮りいたします。

　　　本陳情書は、陳情の趣旨を尊重し、産業厚生常任委員会に付託し、本会期中に審査をすることにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本陳情は産業厚生常任委員会に付託し、本会期中に審査をすることに決定しました。

　　　　　　　　　◎一般質問
○議長

　　　これより日程第６、一般質問を行います。

　　　一般質問の前に、この際申し上げます。一般質問については、議会の品位を損なうことなく、制限される言動に十分留意し、円滑な議事進行を求めます。また、執行部においても簡潔明瞭、直截簡明な答弁を求めます。

　　　それでは、通告順により、小林　功君の登壇を許します。

　　　10番、小林　功君。

○10番（登壇）

　　　皆さん、おはようございます。

　　　さきに通告のとおり、２点について質問をいたします。

　　　１、町道の改良・整備について。

　　　柳津町には多くの町道が存在し、その維持管理・改良には町が責任を持って行うことになっております。多くの基幹道路や生活道路は国道・県道になっておりますが、中には地区に行くために町道しかない地区が幾つもあります。

　　　このように、特に町道が生活道路になっている町道の管理はどうあるべきか、町の基本的な考えとその取り組みについてお伺いをいたします。

　　　２、地熱の二次熱利用についてであります。

　　　我が町の可能性を秘めた地域資源は数多くありますが、その中でも地熱の二次熱利用は他の自治体にはない有望な地域資源と言えます。既にこの地熱の二次熱を利用した取り組みを始めておりますが、これまでの取り組みと今後のスケジュールをお伺いいたします。

　　　以上です。

○議長

　　　答弁を求めます。

　　　町長。
○町長（登壇）

　　　それでは、10番、小林議員にお答えをいたします。
　　　まず、１点目であります。町道の改良・整備についてであります。

　　　柳津町の道路は国道３路線、主要地方道３路線、一般県道６路線を幹線網として、町道454路線などが交差し、形成をされております。その中で基幹道路や生活道路になっている町道路線につきましては、安全に通行できるよう道路整備等に努めているところであります。
　　　しかしながら、町のほとんどが起伏の厳しい山地地形のため、町道各路線には急勾配、また、見通しが悪い、幅員が狭いなど、今後、改善に向けた整備が必要と思われる箇所が数多くある環境であります。

　　　このような箇所につきましては、計画的な改良等に努めるとともに、町道の維持管理等につきましても橋梁等の点検、改修、舗装の改修等を計画的に進めてまいりたい、そのように思っております。また、土砂上げや草刈りなど地域の協力を得ながら、限られた予算の中で生活道路の安全な通行の確保に努めてまいりたいと、そのような考えを持っているところであります。

　　　　２つ目の地熱の二次熱利用であります。これは、今ほど委員会委員長の方々から話がありましたとおり、大変、柳津町は地熱発電所の再生エネルギーとしても注目を浴びているところであります。

　　　地熱の二次利用につきましては、広く地熱の有効利用等を通じて地域住民への地熱の開発に対する理解を促進することで地域との共生を図り、地熱資源の開発を促進することを目的とする国の地熱開発理解促進関連事業支援補助金を活用をしながら、平成26年度より地熱開発の理解促進と、地熱発電所で使用した熱水等の有効な活用方法の調査・研究を進めてまいったところであります。

　　　この間、地域住民と開発事業者、そして有識者等で構成する柳津町地熱二次利用検討委員会で協議を進め、平成26年度の調査結果として柳津西山地熱発電所の排熱はハウス栽培や水産養殖業等の熱源として活用できること、二次利用を進める上では発電所の熱水を直接利用するのではなくて熱交換などによって熱エネルギーのみを利用することが有効であるというような判明を受けたところであります。

　　　これらの結果を踏まえて、平成27年度は熱供給システムの概要を検討するとともにトラフグ等の養殖、熱帯果樹等の園芸作物の栽培、温泉水を使った塩製造等の実現可能性調査・検証を行いながら、地熱二次利用基本計画（案）の作成を進めておるところであります。

　　　ことしの事業調査の結果、事業化に見通しが立てば補助事業等を活用しながら施設の整備の検討をしてまいりたい、そのような考えを持っておるところであります。

　　　以上であります。

○議長

　　　これより一問一答方式により再質問を許します。

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　それでは、１問目、町道の改良・整備についての再質問を行います。

　　　地域の維持・振興を図っていく上で最も大切なもののうちの１つに、道路等のインフラ整備を挙げるということに、これは異論はないはずであります。しかし、少子高齢化、過疎化が予想を上回るスピードで急速に進んでいる現状で人口の少ない地域に道路整備のお金をかけることはいかがなものかとか、道路ができるころには人がいなくなってしまうというような意見を耳にすることがあります。しかし、これはとんでもない意見だと私は思います。大事なことは、柳津町民が柳津町民として、格差のない、安全で住みやすい地域をつくるために条件整備を進める必要があるということを決して忘れてはならないということでございます。そういった責任を担いつつ町は町道の改良・整備を行っていかなければならないと私は思いますけれども、町の基本的な考えをお伺いしたいと思います。町の道路行政の根幹にかかわることでありますので、これは町長と建設課長にお伺いをしたいと思います。

○議長

　　　では、町長。

○町長

　　　それでは、小林議員にお答えをいたします。

　　　まず、基本的には、この道路問題よりも、まず、住んでいる皆さんがそれを満足しながら幸福に暮らすというところが柳津の姿として基本的なことであると、そのように思っております。そしてまた、それを利活用する皆さんが安心・安全な道路づくり、これは基本的に進めなければならないということであります。それには限られた財源があるということで、大きな改良工事に関してはやはり国・県の補助事業を充てるというのが原則として取り組んでいる姿であります。そしてまた、局部改良については緊急性を考慮して改良していくというような姿勢をとっております。そしてまた、急な災害等に誘発するような場所については、急務としてそれらの改善を図っていくというような姿で道路行政の中では進めているのが基本であります。

○議長

　　　建設課長。

○建設課長

　　　今、町長が答弁したとおりでございますけれども、町としましては、幹線道路、生活道路を優先的に今、改良を進めているところでございます。幹線道路だけでなく地区の道路についてもあわせてできるところから改良を行っているところでございますが、近年、橋梁等の維持管理、点検等で、長寿命化といいますか、長もちさせるというような国の方針に基づきまして、その点検・改修等を行う今、計画を立てております。それが、橋梁でありますと５年に一度、必ずこれから点検して、全橋梁を点検していくような形になっております。そういうことで、改良もこれから進めていきますけれども、重点は維持管理にこれからはなっていくのだろうと思われます。
　　　以上です。

○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　町の考え、大体わかりましたけれども。

　　　次に、町民が町内の道路の整備状況、これをどのように評価をしているかということですが、広報やないづの11月号に柳津の住民アンケートの調査結果というものが載っておりました。初めに、問い１として柳津町が住みやすくないと感じている方、この方の主な理由は何かということが載っておりまして、その中には道路の整備が十分されていないという意見が入っておりましたし、問い６問では自動車運転中や歩行中に交通事故の不安を感じているかという問いに、63％の町民から何らかの形で不安を感じているという回答を寄せられておりました。さらに、問い12問、これはずばり、あなたは町内の道路が安全に快適に通行できるようになっていると思いますかという問いに、34％の方がそうは思わないというように回答している。その理由というのは、道幅が狭い場所がある、冬期間、通行に危険な場所がある、危険箇所、カーブが多い等々、大変貴重な意見が凝縮されているわけであります。また、ほかにもいろいろな地区から道路改良・整備の要望が上がってきているはずでありますが、これらの調査結果や地区からの要望をどのように受けとめられておられるのかお伺いしたいと思います。
○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　地区からいろいろな意見が出ていることは承知してございます。道路のアンケート調査でもそういう結果が出ているものでありますけれども、柳津町は先ほど答弁で申したように起伏が激しい地形でありますので、どうしても急なカーブとか見通しが悪い、どうしても高低差をやるにはカーブを多くしないと安全な道路がつくれないということで、広くすると逆に、カーブを多くつくらないと結局上っていかないという形にはなってきます。問題については多分、冬期間雪が降りますので、どうしても雪が降るとスリップがあって危険であるというような形で安全性については不安を抱いている人が多いと思います。
　　　改良につきましては、極力、局部改良を行いながら道路拡幅に努めておるところでございますが、雪対策については現状、除雪では対応しておりますけれども、急なカーブで幅員が狭いところが数多くまだ残っておりますので、徐々に改良は行っていきたいと考えておりますが、現状については理解していただきたいと思います。

○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　町民は、町の道路行政、町道の改良整備について不満があると、持っているというふうに言えるかと思います。このような町民の声を具体的に町はその振興計画や来年度の予算というものに反映をさせるという部分があるかと思うんですが、そういった部分について具体的なものがあればお伺いしたいと思います。
○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　現在、社会資本整備の交付金事業として進めております五畳敷大成沢線、八坂野大野線につきましては、一応整備計画、５年の計画で進めております。今回の計画は、平成26年度からの５年間の計画で今、進めておるところでございます。
　　　そのほかに地区の道路、どうしても行きどまりになっている集落とか集落内が狭いといったところの道路について、改良をできる限り進めていきたいと思います。現在進めておりますのは、牧沢の鳥屋地区と五畳敷地区の集落内の道路について来年、買収等を進め、改良工事を進めていきたいとは考えております。
○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　今、建設課長答弁のとおり、柳津町の特徴はやはり川筋に沿って集落が点在しているということです。その集落を結ぶ町道が生活道路となり、維持管理上、特に問題をはらんでいる道路と言えるとすれば、これは何といっても、今も話に出ましたけれども、町道五畳敷大成沢線や町道鳥屋居平線であります。五畳敷から高森間、これは非常にカーブが多くて狭隘であります。これだけであれば柳津ではそんなに珍しいことではありません。しかし、高森地区手前の約1.5キロから高森地区までの間が非常に問題で、特に冬期間はこの1.5キロは大変な難所となっております。橋は欄干がなくて路線バスがやっと通れる幅しかない。雪崩や落石の防護柵の設置は、してある箇所もありますけれども、雪庇ができて崩落のおそれが絶えずあり、危険きわまりない道路となっております。
　　　去年の冬でしたか、高森地区で急病人の通報がありました。救急搬送に駆けつけた救急車がこの地区で雪崩があり足どめされて、搬送に大変な時間がかかったということがありました。また、十四、五年前にはなりますけれども、土砂崩れで車両通行どめになり、１年近く徒歩のみによる通行を余儀なくされたというようなことも記憶に新しいところであります。冬期間、大規模林道は除雪ができない。この町道がもしも通行できなくなれば、高森地区は孤立をしてしまうということであります。こういった状況の中、この町道が安心して快適に通行できる町道と言えるのかどうか、町の考えをお伺いします。
○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長　

　　　今、高森地区から四ツ谷間を順次改良を進めておりますけれども、今、おただしいただきましたところにつきましては、側溝がふたがけになっていなくて急な坂になっていますので、冬期間、凍結して滑る可能性があるということで、順次、側溝を整備してまいりました。そこからだんだん下に改良を進めてまいりまして、今回、沢中と高森間の局部改良を今進めているところでございますけれども、なかなか地形的に全て拡幅するというわけにはいきませんし、それをやっておりますと何十年もかかるというような形で、極力、最小限に改良をとどめて延長を延ばすと。早くあそこを終わらせないといつまでたっても状況が改善しませんので、そんなに時間をかけないような改良の仕方で現在行っているところでございます。
○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　建設課長もあの区間については大変危険な道路であるという認識であるということでよろしいかと思うんですけれども、今ほど課長からお話がありました沢中地区から先、これは今、改良工事をするためにくいを打って伐採作業をしております。この点についてはそれなりの評価をしております。問題はこの高森地区手前の1.5キロをどうするかということで、私は課長と意見が全く異なるわけであります。私は、素人考えになりますけれども、この1.5キロ区間というものは、物理的にどのような改良を、小さな改良を重ねても、急カーブや狭隘、落石、雪崩などの問題を完全に解決するということは不可能だと思っております。であれば、路線の見直しを含めた検討をしていただきたい。どんな多額の予算を要しても、困難な工事をしてまでもやるべきだと言いませんけれども、これはバランス感覚も必要でしょう。しかし、そのために、路線の見直しをするためにできるかどうか概略設計を行ったり基本設計を行ったり、財源が確保できるのかといった具体的な検討をすべきだと私は考えております。先ほど町長からお話しありましたが、さまざまな補助金等があるはずですし、それを見つけて獲得をしてくることこそが町長や職員の重要な仕事であるというように思いますけれども、どのような認識でしょうか。
○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　基本的にはおっしゃるとおりだと思います。高森地区もバイパス化すれば一番いい道路ができる箇所も計画されるのかとは思いますけれども、手前の四ツ谷地区の集落内の拡幅だけで10年以上を要しております。計画から。そうしますと、これから計画づくりだけでも10年程度を要して、そこから改良に入りますと相当の年数がかかります。そちらを優先してやるのか、局部的にでも改良して通すのかという判断になりますと、極力、地区の住民の人たちは早い改良を願っていると思います。そういう段階で、局部的に改良を進めていくのが優先だと今のところ考えております。

○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　地区の皆さんの意見というお話が出ましたけれども、私も地元にいて何名かの皆さんとお話をした結果、先ほど私が言ったとおり、細かな改良を重ねても結局安全な道路にならないということであれば、それこそが時間の無駄ではないのかということであります。一番最初に私が質問した、何十年もかかってしまう、そのころには人がいなくなってしまうんじゃないかというような考えを決して持っていただきたくないということを申し添えたいと、そんなふうに思います。時間がかかるということは承知をしておりますが、より早くやっていこうというのがまた腕の見せどころでもあるわけですから、しっかりと取り組んでいただきたいと、そんなふうに思います。このほかの地区でも、町道が通行できないと孤立する危険がある集落があります。同じように計画的に町道の維持管理・改良整備、心がけていただきたいということを申し添えます。

　　　そして、この質問についてもう一点だけお伺いしたいと思います。それは、何年か前までに、消防車や救急車など緊急自動車が住宅のすぐ近くまで行けないようでは困るということで、集落内の道路整備を行っておりました。高齢化がますます進む中でその必要性もますます高まってきているということであります。最近、余り進んでいないように見受けられますけれども、町として集落内の道路整備の必要性、これをどのように認識しておられるのか、あわせて今後の対応をお伺いしたいと思います。
○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　集落内の道路、幅員が狭くて除雪車も入れない地区もございます。極力、整備に努めていきたいと思いますが、何せ住宅がありますので、例えば住宅を移転してまで拡幅をするのか、また、地権者の意見が得られるのかとかいろいろ検討しながら、できるところから要望のあった箇所につきましては整備を進めてまいりたいと考えております。やはり改良に時間がかかるというのは、どうしても、地区の皆さんの要望があって地区の皆さんは了解はしてくれます。ところが実際、登記をかける段階になりますと、ほとんど登記書の法務局の図面と現地が合っておりません。そういう形で、公図の調整、または地権者、結局、登記簿上の地権者からの同意をもらうのに非常に今、高齢化も進んだり亡くなった人もいますので、県道についても国道についても、今、整備につきましてはその点が一番苦慮しているところでありますし、それによって時間がかかっているという状況でございます。

○議長

　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　建設課長の言われること、理解ができますが、それをできない理由にだけはしてほしくないと。しっかりと真っ正面から取り組んでいただきますようにお願いをいたしまして、次の質問に移ります。
　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

○議長

　　　ここで暫時休議いたします。

　　　再開を11時15分といたします。（午前１１時０５分）

○議長

　　　それでは、議事を再開します。（午前１１時１５分）

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

○議長

　　　10番、小林　功君。
○10番
　　　それでは、引き続き地熱の二次熱利用についての再質問をいたします。

　　　地熱の二次熱利用は１度試みられておりますが、残念ながら成功には至っておりませんでした。町はその原因をどのように分析をしているのか、また、今回の事業にこの分析結果を教訓としてどのように生かしていこうとしているのかをまずお伺いしたいと思います。

○議長

　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今から20年ぐらい前に、平成５年、６年、７年につきましては、地熱の二次利用ということで国のほうの補助をもらいながらやっております。それにつきましては、やはり園芸作物等そういう形で実験施設を設置しまして、それに対して生育状況、エネルギー的な費用対効果ということで灯油を使ったりした比較実験等を行っております。それにつきましては、最終的にいきますと、やはりそのときは蒸気が今と比べましてすごく活発な状況でございました。それで、有毒なガスも発生したような状況もございまして、設備の腐食、あとは、やはりその当時、花の生育につきましても調査したところでございますが、やはり天候異常とか、市場的にも花がちょうど皆さん盛りになって売り出した結果、安価になってしまったという状況もございます。そういう形で、あとは雪等の状況もございまして、また、そこに来るまでなかなか管理ができなかったということで前回につきましては失敗しているような状況でございます。原因につきましてはそういう形で、プラス高齢化という形で担い手の方も少なくなってしまって、補助地区が琵琶首と砂子原と行ったり来たりしているので、時間がかかってしまってそちらのほうがおろそかになってしまった状況で、原因につきましてはそういう形で失敗の原因だということになっております。
　　　今現在、それをまた見直ししまして、１つのツールとして西山地域の開発のためにどういうことができるかということで、西山開発協議会を中心にして今、地熱二次利用の協議会を立ち上げたところでございます。今、この事業を使いまして、地域の人、西山温泉組合の方、あとは協議会の方を中心にして、このような実験が熱を使ってできないかということで今やっている状況でございます。
　　　以上です。
○議長
　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　成功に至らなかった原因というのはさまざまあるようでございますが、１つは地中から取り出した温水や蒸気、これはエネルギーを取り出した後に必ず地中に戻していかなければならないということがあったようで、そこでのうまく熱交換ができなかったというふうに私も当時の関係者の方から聞いております。これは非常に技術的なことであり基本的なところでもあったわけですが、こういったところが成功できなかった大きな問題だったというふうに言われておりましたので、まずこの問題をクリアできそうなのかどうかをお伺いしたいと思います。
○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今、その計画の中で、熱を使ってどのようなものが、熱供給システムの概要調査ということで、それができるかどうかという可能性調査をしております。今のところ、熱源につきましてはやはり最盛期の半分程度になっておるところと、あと、熱を供給している会社との協議をしながらその設備ができるかどうかということで今、可能性調査をしているところでございます。
　　　以上です。

○議長
　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　この地熱の二次熱利用に関しては、去年12月の定例会でも、ちょうど１年前になりますが一般質問を私はしております。この事業は誰が何をするのかが重要であって、それを決めるプロセスがなお重要であるというふうに申し上げました。早い時期から検討委員会に興味を持っている町民の方々に入っていただいて事業計画を練り上げていただきたいとも申し上げました。それが後の事業実施者に必要なリスクを負う覚悟であるとか、あるいは成功させなければいけないという熱意というのを醸成させる、養うことができるというふうに申し上げてきました。
　　　ことし３月に、このプロジェクトに興味があり参加したいという若者４人が私に連絡をくれました。住所と氏名と電話番号を書いたメモを担当課のほうにお渡しをしたんですが、いまだに連絡をいただけないということでございます。１年前の会議録をぜひ課長、見ていただきたいんですが、地域振興課長は「今後、町民の意見と参加を募集しながらやっていきたい。町民の皆さんから広くアイデアを募集する」と答弁されております。なぜ、私から見ればやる気のある若者の参加というものを認めないのか、何か理由があればお伺いしたいと思います。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　昨年度、広報やないづのお知らせ版のほうに意見の募集、あと、参加したい方ということの募集をしてまいりました。それで、数名の方にちょっと聞いたところでございます。その中身については、協議会の中で一旦話を入れまして、その方についてどうしたらいいかということを協議を重ねながら実施してきたところでございます。その数名の方ということはうちのほうでもちょっと把握はしておりますが、中身を聞いたところ、主に地熱の二次利用の大きなところには該当していないのではないかという話は聞いておりますが、その方の申し込み等についての中身を一回協議会で図ったところ、やはり時期については今のところ尚早でないかなということで話を得たところでございます。
　　　以上です。
○議長
　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　その「時期尚早」ということが私はちょっと理解ができない部分であるんですが。
　　　今の質問にも関連しますけれども、９月の定例会で地熱二次利用可能性実証事業委託料として1,836万円の補正予算を認めております。大変貴重なお金であります。前々から、くれぐれもコンサルタント会社に丸投げをして計画書をつくってそれでおしまいということがないようにしていただきたいと注文をしてまいりました。今回も株式会社環境生物科学研究所、これは栃木県の会社でありますが、ここに委託をして、試験は柳津町から温泉を栃木県まで運んで栃木で行うということであります。そして、地熱二次利用計画案の策定まで依頼するということですが、どうも町民が蚊帳の外に置かれているような感じがしてなりません。この事業の目指すところというのは、二次熱を利用した商品の開発、６次化商品の開発を進めて地域の活性化を図って雇用を創設していくことだということでありますが、事業として地域に定着をさせなければならないわけであります。町民の賛同や協力、参加ということがなければ到底成功することは期待できないというふうに私は考えております。こういったところにもっと力と時間を注がれるべきであるというふうに考えますが、町の考えをお聞かせください。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　議員おっしゃるとおり、やはり事業の商品化、６次化、地域の活性化ということを頭に入れて事業をやっております。それにつきましては、観光業を主体としてそのルートづくり、西山を含めて、どのように人が来て、その商品等については開発しながら、それでなりわいができれば一番いいんじゃないのかなということで考えてやっております。
　　　その１つとして、この地熱の二次利用につきましては、補助事業の中にある１つとしてこういう事業が使えるのではないのかなということで、それを町が率先して、そういう形で地域おこしのために使っている事業でございます。また、ほかにそういう事業があれば、町からそういう形で地域おこしのために補助事業を使いながら地域おこしをやっていくようなことでございます。と考えております。
　　　以上です。

○議長
　　　金子地域振興課長、1,836万の予算についての答弁が漏れております。しっかり答弁を願います。

　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　1,800万の内訳でございます。これは地熱二次利用といたしまして５点ほど提案しております。中身につきましては、１つはトラフグ等の養殖可能性試験でございます。これは、地熱を二次利用して可能性を図るためにトラフグを養殖することでございます。２番目につきましては園芸作物栽培等の可能性試験でございます。これにつきましてはパパイヤ、マンゴー等の高付加価値なものをハウス園芸してやるものでございます。３つ目は温泉水によって塩をつくるということでございます。塩の製造試験でございます。４つ目につきましては、熱供給システムの概要を検討いたしまして、その熱量の課題等を探っているところでございます。あと、今年度、来年度につきましても、地熱の二次利用の基本計画案の策定につきまして来年以降、コスト的にも大丈夫かどうかという形の検討を今しているところでございます。
　　　以上です。

○議長
　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　課長、私はこの事業を進めるに当たって、町民の皆さんの賛同や協力、参加というものについてもっと真剣に考えていただいて、私は重要であると考えますよということを申し上げました。

　　　次に、質問を移りますが、この事業の実施者については後に公募をするということでありますが、いつの時点で公募するのかということであります。今後のスケジュールとしては、来年度から事業計画を策定して施設の詳細設計を行います。そして、施設建設、そして平成29年度には試験運用というようなスケジュールで進むようでありますが、いつのどの時点で公募をするのかということをお伺いしたいと思います。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　公募につきましては、今年度の事業調査、今現在、町民の方と検討委員会の中で中身については検討しております。ことしの結果につきましては、事業化に見通しが立てばということで、今、可能性調査を含めながら、来年度以降の予定につきましては今のところ、ことし、事業化に見通しがつくかどうかの検証をしながら進めてまいりたいと考えております。その中身につきましては、今年度の事業化についての結論が出次第に公募したいと考えております。
　　　以上です。

○議長
　　　10番、小林　功君。

○10番

　　　この事業の実施者の公募に仮に失敗すれば、この事業は頓挫をします。一番心配しているところであります。募集時までかけたこのお金と時間が無駄にならないように、どうかもっと事業化に向けたプロセスというものを大事にして、スムーズな事業化に移行できるようにその進め方というものを十分配慮いただくことをお願いいたしまして質問を終わります。
　　　以上です。
○議長

　　　これをもって小林　功君の質問を終わります。

　　　次に、横田善郎君の登壇を許します。

　　　５番、横田善郎君。
○５番（登壇）

　　　それでは、さきに通告しました２件についてお伺いいたします。

　　　１つ目ですが、町有財産管理の見直し整理について。

　　　町有施設の管理は、直接管理・指定管理・委託管理、いずれかの方法で管理されておりますが、実情に合わせ施設譲渡や、地域の状況に合わせ町の関与を深めたり、公営企業等施設の一部民間委託、いわゆるアウトソーシング等、道路管理も含めた施設業務全般について、少子高齢化社会の中で見直しを検討すべき時期に来たのではないかと考えますが、町の方針についてお伺いいたします。

　　　２つ目ですが、中心市街地の活性化・整備促進について。

　　　地方創生に係る計画や町振興計画後期基本計画の策定に当たり、町中心地の整備活性化はどのように位置づけられているのか。指定管理も含めた施設、寄附を受けた町の町有地、町管理の各公園や駅の活用方法なども含め、基本的な構想についてお伺いいたします。

　　　以上、２点についてお伺いいたします。

○議長
　　　答弁を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　それでは、５番、横田議員にお答えをいたします。

　　　まず、１点目であります。町有財産管理の見直し整理についてであります。

　　　町の施設の管理につきましては、平成15年の地方自治法の一部改正による指定管理者制度の導入等によって、これまで自治体が直接実施してきた住民サービスの分野においても民間企業やＮＰＯなどの多様な主体の参入が可能となってきております。

　　　本町においてもこうした制度を活用しながら町民センターなど町施設の外部委託を進めてまいりましたが、簡易水道のように採算性の問題から民間に委託することが難しい施設もある一方で、少子高齢化による地域力の低下によって、これまで指定管理により地域が管理をしてきた地区公民館や農村公園においても今後は難しくなる施設も出てくるものと考えをしているところであります。

　　　そうしたことから、今後、それぞれの施設の事情を勘案しながら、施設のあり方、また、管理のあり方について十分に時間をかけながら検討をしていくというような考えを持っているところであります。そういった意味で、今後はこれについて、見直し等についてもあわせて考えていかなければならないという考えを持っているところであります。

　　　２番目の中心市街地の活性化・整備促進であります。

　　　これについては、議員もご承知のように今、都市計画が入っているわけでありますが、中心市街地の活性化につきましては、平成17年３月に策定した柳津町中心市街地活性化基本方針において、「誰もが安全に心安らかに暮らせるまち」、もう一つは「交流による賑わいのあるまち」、そして「みんなでつくる情緒と個性のあるまち」、この３つを目標像として掲げて、町内を４つのゾーンに区分けをしながら、きよひめ公園を整備する等さまざまな施設を活用しながら、観光客が中心市街地を回遊できるネットワーク形成を図ってまいりました。

　　　現在策定中の第５次柳津町振興計画の後期基本計画においてもこうした考えを踏襲するとともに、にぎわいを創出するための支援を行うなどまちなかを中心として商店街の活性化を位置づけてまいりたいと、そのような考えを持っているところであります。

　　　以上であります。

○議長
　　　これより再質問を許します。

　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、再質問をさせていただきます。

　　　今までも何度も質問しているとおり、今、町は3,500人をちょっと超える程度の人口に減ってしまいました。町が持っている施設については、それをつくったときの目的があったと思うんです。しかし、こういう人口減少した中では、かなりやはりその施設の目的なり地域における使い方、そういった、極端に言えばちょっと持て余しているような施設もあるんじゃないかと。あるいは、そういった管理についても十分できるのかと。特に今、町長が水道のことについて触れられましたが、水道等についてもつくったときの人口、いわゆる使用人口から現在半分以下になっているような施設もあります。しかしながら、施設は今後、同じようにかかって老朽化になる、使用料は上がらない。町のほうについても、何度も議会、執行部のほうでも心配されているとおり、交付税を中心とした一般財源が入ってくる。今言ったような話で町の窓口業務等の使用料、手数料等も減ってくると。そういった中での質問をさせていただきたいと思います。
　　　まず、町の施設管理の中で、民間企業やＮＰＯなどの多様な主体の参入が可能になってきたんだと、町民センターはもうやってきたんだと。しかし、町民センターはもう40年もなってくるようなあれで、当時つくった福祉センターといいますか、国の公共事業の補助金を使って町で最初は直接管理したわけなんですが、町の町民サービスの効率化を図ると、町民サービスを図るということで、公社を設立して公社に委託してきた経過があると思うんですが、そういった当初の全ての目的を洗い直す必要があるんじゃないかと。町民センターだけというこうとではないんですが。
　　　特に集会施設、これらについては指定管理に含めたと。全部で18カ所ですか、今回つくった琵琶首を入れまして。これらについてはもう、当初、農林省の山村振興事業等で７割補助でつくって、あるいは町の集落が農事組合の名前で発注してつくった集落もあれば、その後、町が電源立地交付金なり中山間事業等で、あるいは農林関係の県の補助事業等でつくった施設もあると思うんですが、それについては町が発注したものについては町の財産だと。しかしながら、これらについてはもう全て集落が負担をして集落が全て管理しているわけで、これが５年間程度の、今回５年で前は10年で指定管理をやっておりますが、もう既に10年以上も経過する目的を達成しているような施設については、これは譲渡すべきじゃないかと、集落に。集落はもともと自分の施設だと思っておりますので、これらついては見直しを図って、特に加工場等の名前がある集会所等もありますが、地元に譲渡して、名前も公民館なり集会施設なり地元と協議してやっていくべきではないかと思うんですが。まず、集会施設等を地元に譲渡すべきでないかと思うんですが、考え方をお伺いいたします。
○議長
　　　鈴木公民館長。

○公民館長

　　　ただいまの横田議員のご質問にお答え申し上げたいと思います。

　　　地区集会所につきましては、議員おっしゃるとおり、古いものにつきましては無償で譲渡することを今後考えていくべきと考えております。
　　　以上でございます。

○議長

　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、同じように農村公園についても、当時はやはり元気な高齢者の方がいっぱいおられる。また、地元のほうでも子供との触れ合いで遊園地等をつくって、農村公園をいろいろつくってきて、今回、またこれらについても指定管理として出しておりますが、これらについても町の、農村公園については８地区つくっておりますが、これらについて現在ではゲートボール場も、やらないといいますかほとんど荒れているような施設もいっぱいあります。また、地元のほうでも持て余しているような公園もあります。これらについても町の財産として挙げておくのはいかがかなと思うんですが、これを廃止なり地元に譲渡すべきだと思いますが、農村公園８地区について指定管理者にしておりますが、これらについても地元に譲渡する、話し合いをする気はございませんか。

○議長

　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　議員おただしのとおり、農村公園につきましても現状を把握しながら、地区のほうに払い下げるなり譲渡するなりのような形を考えております。
　　　以上です。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　その基本的な案件のもとで、逆に、地元が非常に高齢化なり衰退しておりまして、地元に譲渡されても逆に、地元のほうで施設、集会所等のいわゆる雪囲い等普通の管理がなかなか困難になってくる地区もあるんじゃないかと。農村公園等についても別な使い方もいろいろ検討すべきではないかと。ですので、まず、譲渡をした後の計画、それらについて地元とよく話し合って、町の使い方についてもよく検討すべきではないかと思うんですがいかがでしょうか。今までつくった、せっかくお金をかけてつくった農村公園等についても、やはり使用方法について、場所によって、地域の状況によって皆全て違うような状態のようです。どうでしょうか。

○議長
　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　やはり高齢化とか、地区の状況に応じて変わっておりますので、それは地区の状況等、協議しながら活用については協議していきたいと考えております。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、その他の施設についてもちょっとお伺いいたします。
　　　先ほどの水道施設等、下水道施設とかそういった公営企業等についても、かなり今後、使用料は上がらない、老朽化していく、維持経費はかかっていく、そのような状態になると思いますので、そういった施設の部分についてどのような考えでおられるのか。私は、今、多少なりとも基金は持っておりますが、将来を見越して統合なり、あるいは水道施設等、できるものであればそういったものについての管理の方法を、地元の業者等について、なかなか、先ほどの町長の答弁ですと専門的なもので管理が難しいと。丸投げの管理じゃなくて一部分、アウトソーシング的な管理委託等も考えていかざるを得ないのではないかと思いますが、そういった管理の方法について、ここでは難しいと言っておりますが、再度、見直し等を図る考えはございませんか。

○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　簡易水道及び公共下水道にしましても、管理が特別でありますので、なかなか全面的に地区、地元の業者なんかも委託は受けられないという話はございます。なかなかその一部、どの部分まで委託を出すか難しい問題でもありますので、やはり専門的に行うにはこの辺、近くに専門的業者はありませんのでなかなか委託は難しいということでございます。できる範囲で委託を出せるのがあるかどうかは、今後検討してまいりたいとは思います。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　その他の施設についても、いろいろ当初の目的があったと思うんです。例えば町民の高齢者福祉に対する施設であるとか、あるいは観光情報を発信する施設であるとか。一般の業者で、民間業者でできないもの、いわゆる公益の部分、公的な部分について町がそれをつくって、発信して、それを民間委託に指定管理も含めて管理してきた経過だと思うんですが、そういったがなについての所期の目的をこれからも求めていくのか、あるいはもう目的を達成したのか。達成したものであれば地元にいわゆる譲渡、払い下げ、そうしてもいいのではないかと、何も指定管理しなくてもいいんじゃないかと。あるいは、また新たな目的を、町と目的が違ったとしても、そういう町の目的を新たにその団体なり施設に求めていくのであれば、また新たな指定方針を考えて指定すべきではないかと思うんですが、それらの指定団体、例えば社会福祉協議会等を通じてそういう受ける側の団体の育成もどのように図っていくのか、そこらも含めてもう一度見直す考えはございませんか。

○議長
　　　これについては今、町にある財産の全体的な管理というようなことになりますので。

　　　総務課長。

○総務課長

　　　今、議員のおただしのように、山村公園、各地区の集会所、それから健康・福祉関係の施設、それから今、町で委託をしようとしている施設、観光も含めてでありますが、これらの施設関係と、今ほど公民館長、それから地域振興課長からも答弁しましたとおり、町としては地域の皆さんと十分話し合いをしながら町の考え方をまとめていきたいというふうに考えております。今回の内容等の部分でも、町といたしましては今後、これらの地域の皆さんと十分話し合いをしながら、町としての考え方を持って進めていきたいと思っております。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、先ほどの町長の答弁に、民間企業やＮＰＯなどの多様な主体の参入が可能になったんだと、そういったことで進めてきたんだというふうな答弁でございましたが、それではＰＦＩのことについて少しお伺いしたいと思います。
　　　これは当然、ＰＦＩについては、町はこの人口が減ったところではもう全く導入する計画するあれもないと考えているわけですが、この管理運営についてもＰＦＩの方針によって、いわゆる民間の活力を導入してやるという方法だと思うんですが、これらについても、私たちが視察したある町では、全く町が中心になって建設業から畜産業からみんな一体になっておられた町が、いわゆる大きな助成をやっておられた町もありましたが、ある程度町も関与しながらＰＦＩによる地域の民間の活用を深めていくような管理方法を検討すべきではないかと思うんですが、いかがでしょうか。

○議長

　　　総務課長。

○総務課長　議員のおただしのように、やはりこれからは町の分、それから民間の活用関係等についても、あわせて考えていきたいと思っております。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、町長の最後の答弁の中で「管理のあり方については十分に時間をかけて検討していく」と。今まで私、いろいろ答弁いただきましたが、それらを踏まえて検討していく十分の時間とは、どのくらいの時間をかけて検討されていくのか。見直しをやる・やらないは別にしましても、検討していく時間というのはどれくらいを目安にしておられるのか。私は最低でも指定管理、今回出した５年間の中ではきちんとしてやっていくべきではないかと思うんですが、町長の考え方はどうでしょうか。
○議長。

　　　町長。

○町長
　　　今、議員がおただしのように、水道関係でも直接、私も業者関係の皆さんとも、現在の形として可能性があるかどうかという話もしてまいりました。ですが、なかなかそれを受けながらやっていくのは難しいという状況が聞かれました。そういった中で、このような形で職員も民間も役割を分担してできればよろしいのかなと、そんな感じを受けているところであります。
　　　そして、今おただしのことでありますけれども、私は１つのラインに到達したなという思いをしております。そういった中で、この５年間をかけてこれからの柳津の姿を１つの見直しの期間として、これから柳津町が形としてこんなふうにしたいまちづくりの１つがそこに生まれるのではないかと。やっぱりこの５年間にはその結果が出ると、そういった思いを強くしているところであります。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　やはり今後、先ほども申しましたが、3,000人台の人口における町の施設の管理の方法については、やはりもう財政の硬直化、そういったものを招くのはこれは必至のような気がいたします。ですので、いろいろな管理の方法、町民サービスの低下についても、これは給食センターとか保育所とかいろいろなところも全部引っくるめて、美術館とかそういったがなも引っくるめて、町がどのようなサービスを維持していけるのか検討していただきたいと思います。
　　　私、これを最後の質問にしたいと思いますが、町はバランスシートの公表を確約しております。これについても27年度の末ぐらいにはやると、前、そのような記憶がありますが、やはりバランスシート、町の財産状況がどのような状態なのか、それらについてはやはり町で、不必要というのは失礼ですが、町で本来持っているべきでない財産は当然整理して、そうでないと、それらについては本当にやめるとすれば、これは集会施設なりいろんな施設については、これはもちろん同じようなものをつくるとき同じような金がかかるわけですからこれは負債、マイナス部分として捉えるべきだと思うので、そうしますと非常にバランスが悪くなるんじゃないかと考えますので、本当に町で持っているべき、どのようなバランスを保てるのか、貸借対照表がつくれるのか、それらについてやはりきちんとこの５年以内につくっていただきたいと、そして公表していただきたいと思いますが、これが最初の質問の最後にいたします。

○議長
　　　総務課長。

○総務課長

　　　議員のおただしのように、今の部分についての、町の資産関係の部分も含めてでありますが、今、公会計というものを本年度進めております。これらの整理をしながら、議員の皆さん方にも住民の皆さんにもお示ししながら進めていきたいというふうに考えております。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番
　　　それでは、５年以内にはきっちりした形にするというふうに答弁として捉えて、次の質問に移りたいと思います。

　　　２番目の中心市街地の活性化・整備促進についてですが、まず、この中で平成17年３月に策定した柳津町中心市街地活性化基本方針に沿ってと、こういう答弁をいただきましたが、この柳津町中心市街地活性化の基本方針は地方創生の計画、戦略構想にマッチするのかどうなのか、まず最初にお尋ねしたいと思います。

○議長

　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今ほど、10年前にできた政策でございます。長期的に見た計画等もございます。それにつきましては見直しをかけながら、地域創生に向けた事業等を策定していきたいと考えております。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番
　　　もう当初の計画といいますか、いわゆる時間的にもこの12月には概略、その内容等について説明しますと、３月までには地方創生に係る戦略的構想についてはもう計画書をつくって国なり県なりに提出しなくちゃならない、そういう状況だと思うんです。今の段階でやはりまだ、どのような、見直ししてから図っていくではちょっと間に合わないような気がしますが。やはりこういう、何か今、10年前につくったと言われましたが、柳津町の中心市街地の活性化の基本方針が対処できないのであれば、これは早急に今、こういったのは見直して、こういった構想だとその概略だけでも説明なり議会に報告すべきではないかと思うんですが。これは十分対応して、中心市街地の活性化は地方創生の目玉の１つでありますので、これらについて再度、間に合うのかどうなのか、うまく織り込めるのかどうなのか、これだけお聞かせ願いたいと思います。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　計画につきましては10年前につくりましたが、その後ずっとまちづくり検討委員会の中で中身を精査しながらやってきているものでございます。地方創生のための観光まちづくりということで、それにつきましては、それに基づいて町を整備しながら、町の振興を図るための観光づくりを含めて、まちづくり・人づくりという形で考えている基本計画につきましては引き続き検討しておるものでございますので、この地方創生に係る計画の中でも提案していきたいと考えております。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　やはり中心市街地の活性化の基本計画については、これが一番国のほうで言っていますのは、結局、当該基本計画が地域住民等のさまざまな主体を巻き込み、そして十分な協議を行われた理解をもって作成され、地域ぐるみで取り組むことが一番最初の条件なんだということを言っておりますが、どうもなかなか地域との、商工会等、観光協会等にはいろいろ話し合いをされているとは思うんですが、なかなか一般的にそういう協議が行われた形跡も余りないようですし、これらについてはそういった地域ぐるみでの取り組みというがなについて、どのように感じておられるのか答弁願いたいと思います。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　やはりまちづくりにつきましては、商工会を中心にＴＭＯというタウンマネジメントオーガナイゼーションというまちづくり計画をずっとやっております。そこの中で今、まちづくり検討委員会の中を含めながら、商店街の方と町民の方を対象に、そういう形で内容につきましては検討してきているところでございます。引き続き、今後は地方創生のための観光まちづくりにつきましても、施設の整備、あとはまちづくり等、そういう形につきまして、施設の整備等いろいろ考えながら、人づくりを含めながら中身を検討していきたいと考えております。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　結果的には、まだ説明といいますか、そういう中心市街地の活性化については今のところ細かい点について報告できる状態ではないというような答弁だと思うんですが、そんなふうに捉えていいんでしょうか。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今現在、やはりまちづくりとしての考え方、あと、福島県としても震災の影響によって著しく人口減少が福島県ではあるということで、今、交流人口の拡大という形で、日本版のＤＭＯという形でございます。観光地に係累して福島県、今現在県で進めているところでございますが、日本版ＤＭＯ、観光地経営の視点に立って、柳津町においてもその人口動態のシミュレーションで人口動態を使った将来の観光客動向、あと、マーケティング分析のプロモーション戦略、そういう地域観光客のアンケート、ヒアリング等をやりながらという形で今、進めているところでございます。ですから、全然関係ないということではなく、町としてもそれに該当するかどうかという形は、福島県を挙げて策定しておりますので、それについては柳津町もそれに基づいて賛同したいと考えております。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　ちょっと余り、どのようなのかちょっと理解はできないんですが。まず、この中心市街地活性化事業について、これは８割補助でいろんなソフトからいろんな事業ができるわけなんですが、そして、我々議会のほうでも諏訪町、寺家町等を中心としたこういった整備構想も立てるべきではないかというようなことも言ってきたと思うんですが、まず、この事業に取り組む気があるのかどうなのかだけ、まずなかなか、必ずやるのではなくて、取り組む意思があるのかどうか、町の執行部として。その辺についてお伺いいたします。それからまた質問を続けたいと思うんですが。
○議長
　　　金子地域振興課長、しっかりと答弁願います。

○地域振興課長

　　　取り組む予定でございます。
○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、３月までに基本計画をつくらなくちゃならないと。やはりこれから基本的にしっかりした、今までのまちづくり委員会等に話し合って基本的なものについてはいろいろ話し合いが行われてきたと執行部としては捉えているのかもしれませんが、やはりきちんとした構想計画、地元が必要としているもの、全体で活性化に結びつくようなものを、ハード事業等についても。そうでないと、せっかくつくったものについて無用の長物になってしまうと。これは誰も使わなかったら何も要らないわけで。きちんとやっていただきたいと思いますが。

　　　町長の先ほどの答弁の中で、最後にどうも……。最後のほうの答弁の中で、いわゆる要望を受けて、こっちから積極的にやっていくというスタンスの答弁ではなかったような気もしますが、どうも観光協会、商工会あるいはまちづくり委員会等の地元の要望を受けて動きますというふうに捉えられた答弁なんですが。文面については。どうもそういったように私は捉えたわけなんですが、町長はこれを中心市街地を町のしっかりした考えのもと、計画のもとに取り組んでいくという強い意思がおありなのかどうなのかお伺いいたします。

○議長

　　　町長。力強く答弁願います。

○町長

　　　５番議員がおっしゃるとおり、私のほうもグラウンドデザインをしっかりつくってこれは出さなくちゃならないと。これが地方創生の５年間の役割でありますので、それはしっかり、この振興計画とあわせながら、それを模索しながらこの事業については実行していくという方向で今、進んでいますので、地域振興課長が言っているようにこれらについては十分にやっていくと。その中で、デザインは町でありますが主体は町民、そして団体でありますので、それらが動きやすいような方向性を見出していく、それが地方創生、そんなふうに思っております。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　それでは、結局、まちづくりの基本方針について少しお伺いします。かつて柳津町はちょっと、「東北のスイス」とか「出湯と信仰とスポーツの町」とか。出湯と信仰とスポーツの町ぐらいはいいんですが、東北のスイスとは大分風呂敷を広げたような気も当時はしていたわけなんですが。
　　　私は再三言っているわけですが、やっぱり虚空蔵尊とか美術館とか自然環境、只見川や森林等を考えた場合、そういう町の観光のやっぱり基本方針については、癒し、安らぎ、これらをやっぱり前面に出して、観光バスが来て宴会をしてどんちゃん騒ぎをするなんていう時代ではとっくにもうなくなっていると思いますので、やはりグループなりあるいは個人旅行、家族旅行等を対象にして、そういったがなが町に来てちょっと疲れをとり安らげる、そういったリピーターを育てていく、町の方針もそのようなことで整備をしていったらどうなのかなと思うんですが。町の観光の振興、町長は先ほどの答弁の中でかなりちょっとあれした答弁をされて……。「誰もが安全に心安らかに暮らせるまち、交流による賑わいのあるまち」、そういう答弁をされておりますが、それ以前として町の具体的な観光方針、町の中心市街地の方針について、私はそのように考えるんですが、町長の考えはどのような考えなんでしょうか。
○議長

　　　町長。

○町長

　　　５番議員にお答えをいたします。

　　　まず、私はこの地方創生にしても振興計画にしても、基本はやっぱり町の磨きだと思っております。今、この資源のある柳津町を磨いていくことが今後の５年間の事業であると、そのように考えております。新たな事業を創設するのではなくて、柳津町にある資源を磨いていく、それが基本であります。そうした中で、柳津町に大勢人が来てどんちゃん騒ぎする時代ではないし、そしてまた、より選択肢のある町でもあると。そのような町の姿をやっぱり表に出せるように発信力を高めていくのが今の町の姿であるという基本姿勢を持っています。

○議長
　　　５番、横田善郎君。

○５番

　　　そのような方向で、時間もお昼になりましたのでこれを最後にしたいと思いますが。そういった事業等について、やはり人とお金といいますか、きちんとした体制も整えながら、十分にこれだというようなもので町長が先頭に立って、そして、１つのカードだけでやれといってもこれは出ていいのか引っ込んでいいのかわからないと思いますので、きちんとした方針を定めて。先ほどの小林議員の中にありましたが、やはり道路、緊急自動車なり救急車が入れるような道路とか、そういうきちんとした目標があると思いますので、道路整備は道路整備の目標が。観光資源の目標だったら観光の資源を磨いてと今、答弁いただきましたが、そういったがなについての具体的な方針を定めて、よく話をされてこれを進めていくべきだと。いろいろもう少し突っ込みたかったですが、これで終わります。
○議長

　　　これをもって横田善郎君の質問を終わります。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

○議長

　　　ここで休議といたします。

　　　再開は１時といたします。（午後０時０８分）
○議長

　　　議事を再開します。（午後１時００分）

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

○議長
　　　次に、鈴木吉信君の登壇を許します。
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番（登壇）

　　　さきに通告のとおり、２つの問題に対しまして質問したいと思います。

　　　１つ目、防犯灯整備補助事業について。

　　　町として、平成26年度において16地区に新設・更新及び修繕の事業費の60％を補助し、平成27年度も同事業に対し、補助率70％、うち10％がマイマイガ対策として実施されましたが、現在の進捗状況及び今後の取り組みについてお伺いいたします。

　　　２つ目に入る前に訂正をさせていただきます。「主要地方道柳津・昭和線の桧原トンネル開設工事の早期実施について」と記入されておりますが、事務局並びに私も、どのような名称で現在進めておられるのか宮下土木事務所のほうに行って確認させていただきました。その結果、「柳津・昭和線と国道を接続する桧原地内のトンネル工事の開設工事の早期実施について」ということで訂正願いたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。

　　　それでは、２つ目、柳津・昭和線と国道を接続する桧原トンネル開設工事の早期実施について。

　　　平成27年７月に西山地域開発協議会より陳情書として桧原トンネルの早期開設に対して要望が出されていますが、西山地区及び昭和村の安全・安心な交通の確保のため、早期の工事実施が望まれています。町として今後どのような対応をするのかお伺いいたします。

　　　以上の２点、よろしくお願いいたします。

○議長
　　　答弁を求めます。町長。

○町長（登壇）

　　　６番、鈴木議員にお答えをいたします。
　　　まず、１点目であります。防犯灯整備補助事業についてでありますが、平成27年度の防犯灯設置事業については、現在までの進捗状況でありますが、申請地区が27行政区でありました。全てこの事業は完了をしておるところであります。また、27行政区中、マイマイガ対策としてＬＥＤ化を図った行政区は25行政区でありました。ＬＥＤ化した防犯灯の数は全部で228基となったところであります。

　　　また、ＬＥＤ化することによって、明るさも従来の蛍光灯などより明るく、また、電気料金も安くなっております。さらに長もちすると言われておりますので、行政区の負担も軽減されることが推測をされることから、平成28年度についても事業を継続して実施をしてまいりたいと、そのような考えを持っているところであります。

　　　２番目の主要地方道柳津・昭和線のトンネル化の早期実施についてであります。

　　　この件については今、議員がおっしゃったように、主要地方道柳津・昭和線につきましては、滝谷地区から小ノ川地区間の幅員が狭いため、特に冬期間は交通に支障を来しておるわけであります。県においては、県道滝谷・桧原線のバイパス事業によりトンネル化を進めておるところであります。このトンネルが開通すれば柳津・昭和線から国道252号へのアクセスが容易になり、安全で安心な交通が確保されるものと大いに期待をしているところであります。

　　　県では現在、地元地区住民、地権者との合意形成を図るための環境整備に向けて調査を進めているところであります。そしてまた、私どもの考えでありますが、地域の振興には欠くことのできない路線でありますので、これは他町村を通らないで直接国道に出るという道路は確保すべきということであります。今日までも随分と話し合いはしてきたわけでありますが、何としても町としてこの要望はやっていかなければならないという結論に達しましたので、首長同士も話はしているわけですが、できればそのような方向性を見出して一緒にやっていきたいという方向性を持っているところであります。
　　　以上であります。

○議長
　　　これより再質問を許します。

　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　ただいま町長のほうから防犯灯整備補助事業について説明がありました。現在まで228基を補助事業としてＬＥＤ化を行ったと。今後、我々の考えとしては町内、柳津町の全ての防犯灯がＬＥＤ化になるまで町として実施する考えでおられるのかどうか、まず最初にお聞きしたい、そのように思っています。

○議長

　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　議員のおただしのように、本年度228基の防犯灯を設置しております。各地区の検査等に行ってみますと、やはり地区によってはまだまだ半分ぐらいしかできないところもあります。やはりこれも経費が、70％といえども各地区の負担も30％というようなことがありますので、２年ごしに分けてやる地区もありますので、これらについて28年度の実績等を見ながら町としても考えていきたいと思います。
　　以上です。

○議長

　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　ただいま課長のほうから、これからも平成28年を含めて全部ＬＥＤになるまでやるんだというお話なんですが、一番最初のこのＬＥＤ化、これを始めたのはマイマイガ、これの対策として、マイマイガが水銀灯または蛍光灯に対しては物すごく集まると、ＬＥＤにすれば集まる数が少ないというようなことで昨年から70％の補助事業で実施されてきたわけなんですが。最近になって昭和村、また西山地区等においてはマイマイガが少なくなっている、そんな状況も見受けられるわけなんですが、そのような状況においても、マイマイガが減っていく中においてもやはり最後の１つまで町内全域にわたって実施する、そのような考えでよろしいでしょうか。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　先ほど町長からもお話ししましたとおり、各地区においても電気料の軽減、それから行政区の負担等も軽減されるということが推測されますので、これらについてもあわせて町としても事業の経過を見ながら進めていきたいと考えております。

○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　これ本当に、実際、ＬＥＤ化になれば電気もかなり食わなくなると思います。全部の防犯灯がＬＥＤ化になった場合、また、その前にも、全部が直らなくても半分ぐらい直ったならば、私はやはり東北電力とかけ合って、今現在１基幾ら、年間通して１基幾らの割合で各集落において電気料というものを支払いしているわけなんですが、これやはり、業者に聞けば３分の１くらいの電気料でももつんじゃないかと、そのくらい食わないんじゃないかというような話も聞いているわけなんですが、東北電力と話し合いの上、ＬＥＤなりの防犯灯、それに対する電気料、その電気料に変えることができないのかどうなのか、そういう部分に対して東北電力と話し合いをすることはどうでしょうか、考えておられますか。
○議長
　　　総務課長。

○総務課長

　　　議員のおただしの内容でありますが、これらについては今はまだ東北電力等と話をしておりませんが、今後、東北電力と会う機会もありますので、その点についてはお話をしていきたいと思います。

○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　やはりこれは必要なんだろうと思います。今現在、30世帯くらいの集落においては十四、五万、そのくらいの年間、防犯灯等の電気料、これが発生しており、支払っているわけなんですが、やはり町としてＬＥＤ化にしたのは、マイマイガ対策もありますが、やはり長もちをして電気の食わないＬＥＤということで町として奨励して補助事業として行っているわけなので、何とか東北電力とかけ合って料金の引き下げ、これに協力していただきたい、そのように思っています。
　　　また、前に私、一般質問の中で、屯所並びに防犯灯、これの電気料というものは町で支払うべきではないかと。なぜならば、防犯灯は各集落の、また町民の安心・安全な防犯に対するための防犯灯、並びに屯所に対しての電気は地域の財産等の災害等を守るための機械・器具を入れていくための屯所なわけです、現在。その中においてＬＥＤ化にしていったならば、本当に３分の１ぐらいの料金になってきたならば微々たる料金になるのかなと。微々たると言ったら失礼あるかもしれませんが、今現在、各集落において高齢化が進み、年金で生活をしている方がある、その中において、各集落で電気料を含めていろいろな面で毎月毎月集金されるお金、これも本当に年金で生活している方々においては大変なものなんだろうと思っています。そんなことを含めた中において、この前の質問のときには「考えてみたい」というようなお話でありましたが、将来的に防犯灯並びに屯所等の電気料金の支払い、これを町として支払いできるような、そのような考えというものがあるのかないのか、それも含めてお願いしたいと思います。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　今回も25地区の皆さんがＬＥＤ化、27年度もしております。これらについても地区の皆さんと十分お話しした中で、電気料が実際どれぐらい下がっているのかも含めて話し合いをしていきたいと。また、前にお話しありました消防署の屯所の部分だと思いますが、これらについてもあわせて、前に「考えている」という答えを出している以上、町としても今後、また考え方を持っていきたいというふうに思っております。
○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　この問題に対しては最後になるんですが、課長、もしつかんでおられればで結構なんですが、今年度、現在まで228基、これをＬＥＤ化にしたというようなお話でございますが、柳津町全地域に対して、町として、また、県の防犯灯もあると思うんですが、各集落が管理している防犯灯というものは何基ぐらいあるものか、それを申しわけないですがお願いしたいと思います。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　今現在、資料としてつかんでいるものがありませんので、これについても今、地区の皆さん、今回の区長会等でも次年度、28年度の申し込みを皆さんにお渡ししておりますので、何か機会があるときに調査をしながら進めていきたいと思っております。今のところ、何基柳津町に防犯灯があるかということはつかんでおりません。

○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　これは町の補助事業として実施しているわけなので、最終的にどれくらいの、何基ぐらいのものがあって、最終的にどれくらいのお金がかかるものか、それもやっぱりある程度つかんでおく必要があると思いますので、今の課長のお話のとおりつかんでいただきたい。また、今後の進め方に対しても考えていただきたい、そのように思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

　　　それでは、２つ目の柳津・昭和線と国道を接続する桧原トンネルの開設工事、これについて質問してみたいと思います。

　　　これ本当に、桧原トンネルなんですが、実際に測量をやった、ボーリングをやった、ある程度買収にも入った、そのようなお話は前々から、何年か前から聞いているわけなんですが、我々が見ている限り、また聞いている限り、余り先に進んでいない。先ほどの町長のお話にもあったとおり、柳津町としては今後、隣村の長とも一緒になって進めていくんだという話もありましたが、柳津・昭和線が来て、昭和村からおりてきて、現在、滝谷の村中を通って、通称下小ノ川まで続いているわけなんですが、現在、あの滝谷のスノーセット、あれが危険だからということでこの話が出たんだろう、計画されたんだろう、そのように思っているわけでございますけれども、我々柳津の西山地区、また昭和村においても、国道252号線、これに出るには最短距離なわけです。ただ、いろいろな話、また、宮下土木事務所の話などを聞きますとなかなか、ある程度までは進んでいるんだけれどもそれから先が進まないんだと。でも、柳津西山地区と昭和村のために、やはり252、これから401号、柳津・昭和線、これを結びつけなければやはりだめなんだという話でした。それで、三島町にもご理解いただき、また、滝谷地区の方々にもご理解をいただいて一日も早い完成を見たいんだと、そのようなお話でございました。
　　　ただ、今現在、買収も進んでいないという話もあったわけなんですが、今までやはりこの道路の工事が進まなかった、これに対して、町長、わかる範囲で結構なんですが、どうして今までこのような状態になってしまったのか、それに対してお聞きしたいと思うんですが、どうでしょうか。

○議長

　　　町長。

○町長

　　　そういう話をしていると三島の町長から電話が。そのことは、前の三島の町長とも話をしてまいりました。何としてもこの事業は変更をしてもらいたいということでありましたが、どうしても当地区の問題が解決に向かっていかないということでありました。それで、順調にいった測量、そしてまた、トンネル化の問題も行き詰まっているというところが本来の姿であります。新しい町長になってからも、何としてもこのトンネルについては、単にトンネルをバイパスでつなぐのではないということであります。１つは400号の代替路線としてどうしてもこの柳津・昭和線は必要だということで、琵琶首のバイパスも大成沢も順次進めているわけであります。そういった中で、柳津町が唯一、ほかの町村を通らないで国道に出られるというのはこの線が開設して初めて実現するわけでありますので、これは支所地区の振興についても重大な路線になりますので、その辺は十二分に首長同士でも話をしていくと思っております。そして、首長同士が話していかないと、どうしても三島地区のことでありますので、私が行くことはできません。そういった中で、関係した皆さんとも話し合いをしてもらって何とかご理解をいただくように進めていきたいと、そのように思っております。よろしくお願いします。
○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　本来であるならば、この道路の計画、出てきたわけなんですが、これができれば一番いいと思うんですが、ただ、これができたからといって通称下小ノ川から滝谷までのあの区間、この道路が今現在、あのような状況であります。でも、かなりお金もかかるでしょうし、日にちもかかると思います。これも一緒に要望等をしなくちゃならないわけなんですが。

　　　ただ、私はこの道路の問題、いろいろ今までやってきてどうなっているのかとお聞きしたのは、町長から先ほど話あったとおり、平成30年、これを目標に西山中学校、柳津中学校の統合、これを抱えているわけなんですが、この前西会津に我々も行って西会津中学校の現状を見たときに、やはり子供たちが通学するバスに乗っている時間は50分から55分が限度でしょうというような話もありました。今現在、高森、琵琶首から通学するとなると大体60分くらい、冬期間になればそれ以上かかるかもしれません。あの道路、トンネルができれば、50分ぐらいで通学できると思います。やはり西山地区、また柳津町の中学校の統合問題、これを考えたときに、一日でも早く着工、そして、平成30年とは言いませんが、できるだけ早くトンネルの開通、それを望んでいるんだろう、また、そのようになればある程度、統合に対する西山地区の方々の考え方も変わってくるだろう、そのように思っておるわけなんですが。
　　　やはりこれは三島町の方々、どうして反対するんだ、何でだというような形じゃなくて、さっき町長からも言われたとおり、やはり話し合いして、道路ができればみんなの道路、誰が通ってもいい道路になるわけなので、何とかご理解、ご協力いただけるような体制というものをとりながら、今後要望等を続けていく必要があるんだろうと思います。我々議会としてもそれに対して協力というものは惜しまないつもりでおりますので、何とか一日も早い道路の改良、トンネルの改良、早期実現に対して、役場を挙げて頑張っていただきたい、そのように思っています。
　　　本当に、今現在、あのままのスノーセット、本当に危険なわけでございます。通学、スクールバスを通して、今現在でも危険なんですが、子供たちを通学させる親の身になっては本当に心配されると思いますので、一日も早い完成、これをよろしくお願いしたい。
　　　最後になりますが、町長、こんな問題が出てきたからどうのこうのじゃなくて、下小ノ川から現在の中野を通っての滝谷までの改良、この路線の改良に対して今現在どのように考えているかお聞きしたいと思います。
○議長
　　　町長。

○町長

　　　６番議員にお答えをします。

　　　今、問題点になっているのは、やっぱり１町だけがよくなるということはあり得ないと思っております。柳津町がそれだけ、バイパスのトンネル化ができれば大変喜ばしい限りでありますけれども、やっぱりこれは、例えば二分して考えれば、通学のバスはここを通っても、町民のバスはやはり滝谷を通って、中野を通って、実際にあの道路を生かしていくということでありますので、私は２案を考えて、滝谷のバイパスも大事ですが、あのスノーセットを通らないで滝谷に出る、その運動もあわせながら、期成同盟会をつくりながら、そして、やっぱり町民の安心・安全を担保するということを持っていきたいと、そんなふうに今考えて、町長同士の話し合いを、実際に期成同盟会の協議会を立ち上げるべくやっぱり努力をしなければならない。そして、三島の町長にも腹をくくってもらうということを２人でやっていく。そしてまた、議長同士もそうですが、議長もかなり心配して三島の皆さんとも話を進めていただいていますから、そういったものを総合的に両面から、両町の発展にできるような体制づくりをしていきたいと、今、そういう考えを持ち合わせているところであります。
○議長
　　　次に、小ノ川・滝谷間、柳津町部分の具体的な内容、計画等について、建設課長、コメントありますか。

　　　建設課長。

○建設課長

　　　滝谷地区から小ノ川地区、冬期間、すれ違いができないような状況になる場合があります。本当に狭い道路でございますけれども。今、柳津・昭和線、県の予算も限られておりますので、大体柳津・昭和線で１区間が終われば別な区間に行くというようなことで今、工事を進めておる状況でもあります。今、大成沢の博士橋のほうの改良をやっておりますので、それが終わりましてからのこととなりますけれども、現在、黒沢地区内も狭いものですから、そちらのほうの要望も、そちらのほうも早期に実現させてほしいという要望も出しておりますので、今のところ滝谷から小ノ川地区の計画はありませんけれども、それも同時に進めてまいりたいと思います。このバイパス化によりまして、地元地区住民からの合意形成を図るための環境整備ということでございますが、その部分も含まれているものだと理解しております。
　　　以上です。

○議長
　　　６番、鈴木吉信君。

○６番

　　　今、課長から説明あったわけなんですが、そのような形でお願いしたい。また、先ほど町長から期成同盟会というお話が出ましたが、私も、生意気なことを言うわけではありませんが、柳津・昭和線の琵琶首大成沢間約５キロ、これが約77億かかっているわけなんですが、これを全てやるものに対して、琵琶首大成沢、芋小屋、また昭和村を含めた期成同盟会、これで全世帯から捺印署名をいただいて進めてきた、こんな経過があります。これは本当に力強いものになるんだそうです。そういう過去もあるわけなので、何とか先ほど町長が言ったように期成同盟会等を発足させていただいて、隣村の首長と一緒になって柳津町全域、また、昭和村の各世帯から先ほども言ったように捺印署名をいただいて、どこを道路が通っても異議申し立てはしないというものがあれば今まで以上に力強いのかなと。黒沢も含め、桧原トンネルも含め、これからの道路との改良等に頑張っていただければありがたいなと、そのような思いを申し上げまして私の質問を終わりたいと思います。

○議長
　　　これをもって鈴木吉信君の質問を終わります。

　　　次に、菊地　正君の登壇を許します。

　　　３番、菊地　正君。
○３番（登壇）

　　　先ほど提出してあるとおり、３つの問題に質問いたします。

　　　１つ、林道の管理について。

　　　現在、町内の林道の側溝が落ち葉や小枝などで雨水が路肩にあふれている現状から、路肩の決壊につながるおそれがあると私は考えております。町の町道の管理についてどのように対応するのか伺います。

　　　２つ目、備蓄倉庫の運用について。

　　　大平町に完成した備蓄倉庫であるが、災害に対する資材等の防災設備の整備は進んでいるのか伺います。

　　　３つ目、除雪体制について。

　　　今年度、除雪隊員の２次募集を行ったが、本年度の除雪体制は万全か伺います。

　　　以上、３点に対して伺います。

○議長
　　　答弁を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　それでは、３番、菊地議員にお答えをいたします。

　　　１点目であります。林道の管理についてでありますが、林道等の維持管理につきましては、各地区の皆さんに草刈り、道普請などを実施をしていただいている現状であります。地区での作業に伴い、資材や重機が必要な場合には町でも可能な限り負担、皆さんの費用の負担をしておりますが、各地区の労力だけでは維持管理が難しい路線もあります。こうした路線については、町の維持管理を行っておるところであります。

　　　林道は、側溝がふたがけになっていないために、落ち葉などが堆積して水があふれることによって災害になるおそれがあることは事実であります。定期的に管理するのは難しい状況でありますが、災害を極力、未然に防げるように維持管理に努めてまいりたい、そのような考えであります。

　　　２つ目の備蓄倉庫の運用についてでありますが、備蓄倉庫についてはことし８月に完成したところでありますが、現在のところ、倉庫内には平成26年度に整備をいたしました排水ポンプユニット一式及び災害時の大型ガス釜、給水タンク、非常用飲料水用の袋と毛布などを保管しているところであります。今後も順次、充実を図ってまいりたい、そのように思っております。

　　　３つ目の除雪体制でありますが、町の除雪体制につきましては27名の除雪作業員を柳津事業所及び西山事業所にそれぞれ配属をして、約３カ月間、町民が安全かつ安心して生活できるような任務に当たることとしております。本年度当初の除雪作業員募集では定員に対し１名不足の状態となったため、追加募集を実施をした結果、定員を確保したところであります。今シーズンの除雪体制は確保されており、業務に支障はないものとそのように思っております。

　　　以上であります。
○議長

　　　これより再質問を許します。

　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　先月の27日午後３時ごろ、牧沢地区、久保田地区、そして松ノ下、大峯、郷戸地区まで、その日は遅くなったので次の日に今度、野老沢、芝倉地区まで行こうと思って現場確認してきました。南田代ですか、６月の17日ですか、あのときの大雨で今現在もむけたまま、多分、近いうちに工事に入るのかなと思って私は見てきたんですが、あれでドーザをあのまま通すのか、除雪車ね。それは町道なそうですから、それは別として。松ノ下、大峯、西向線、郷戸、あの区間、もう側溝に八分通りびっしり枝・木の葉おりて、あれがみぞれとともに流れればどこかでつっかえるというようなことで、大きな道路を横断して、それがもとで、春になれば３カ所も２カ所も道路がむけたとか、大騒ぎする原因になっています、現在。ですから、人夫賃を30万なり50万捨てるか、春になって600万、800万の工事費を捨てるか、そこら辺もちょっと考えて、町としての大きな問題ではございますが、どのように考えているのかお伺いします。
○議長
　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　林道整備については極力、管理に努めているところでございますが、林道についても町内全部で22路線あります。そのほかに農道で８路線でございます、町で認定している道路につきましては。そのほかに町道で側溝整備が、ふたがけがなされていない町道もあります。それを全て落ち葉の時期に落ち葉を上げるというのは実質的に不可能でございます。落ち葉が落ちている間は毎日のように側溝を上げないと、多分積もると思います。なかなかそこまでの管理は行き届きませんので、極力、町としてできる限りのことには努めますけれども、定期的に管理を実施していくしか今のところはないものと考えております。

○議長

　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　部落内は部落地区の皆さんで、人足で秋、春、そういった草を刈ったり小砂利を上げたり管理しているのはわかります。だけれども、これだけ、西向街道にしても芝倉野老沢線にしてもキロ数が長いので、やはり１年中、３人の方ですか、雇用対策で今働いていらっしゃる方、３名ですかことしは、見受けられるのは。その方もやはり何月何日までの契約で働いているのかそれはわからないけれども、現在、もうすっかり木の葉も小枝も落ちましたから、私としてはここ１週間、10日かかってもやるべきではないかというふうに感じてきたわけでございます。二、三日前に立派なお答えが答弁で出ますけれども、やはりこれはどうあろうとも、金かかろうが金がなかろうがやるべきことであると、みぞれが降る前に。春も春として砂利を上げたり、やはりこれは予算の中でやるべきではないかと私は考えているんですけれども、そのような細かいことは考えているのかどうか伺います。

○議長
　　　建設課長。

○建設課長

　　　林道を全て管理するその部分の予算を、ほかの建設のほうとかなんかを減らして持っていければいいんですけれども、なかなか改良は改良でやらなければいけないと。災害があったところは復旧もしなければならないと。未然に防ぐことが、それは一番大きな経費を使わなくて済むことは間違いないと思います。ただ、なかなか全路線、広大にありますので、なかなか全路線まで定期的に管理をするのは難しいということでございます。今後も極力、管理には努めていきたいとは思っております。
○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　それでは、ことしは雇用対策の３人の方は何月何日までで終わったのか。現在、もう木の葉も小枝もきれいに落ちましたから、本当にやるならばここ１週間、10日のうちに、みぞれ、大雨が降らないうちと思っているんですけれども、その雇用対策の期間、何月何日までというようなことを伺います。

○議長
　　　建設課長。

○建設課長

　　　今年度、緊急雇用対策として４名募集して、４名の方が緊急雇用作業を実施しておりました。期間については５月の初めから、５月１日から10月いっぱいでございます。４名雇用しておりましたけれども、実質、雇用してから１カ月もたたないうちに１人の人が捻挫して入院するような状況で、実質３名になりました。また、８月いっぱいで１人、その人が復帰した状況だったんですけれども、また１人、別な仕事が見つかったということでやめましたので、実際それからは実質、今年度は３名で経緯した状況であります。

○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　５月から10月というようなはっきりした説明がありましたけれども、11月いっぱいくらい、もしくは12月の半ばまでこの人たちに働いてもらえば、あの木の葉、小枝もきれいに上げられると。今考えたあれですよ、５月から10月と申しましたから。もう一カ月、それは予算のどうのこうのは第２に置いてこれはやるべきことはやらないと、春になって500万の工事が出た、800万の土砂抜けが出たとか、そういうような状態が私としては満足いかないように見ているんです。まず、部落内はいいです、久保田も大峯も松ノ下も。まずあそこから、松ノ下から郷戸間のあの西向間の道路に対して、考え、あるのかないのか伺います。
○議長
　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　今年度は一応、10月いっぱいとしております。昨年度は多分、11月いっぱいとしたと思いますけれども。11月前半の仕事がほとんど昨年度はなくなった状況であります。仕事を見つけるのが、逆に林道の維持作業ではなくてほかの作業をやっていただくような形で進めていくしかないのかなと思っておりましたので。また、12月からは除雪体制、除雪の準備作業にも入ります。そんな形で一応、今年度は10月いっぱいで緊急雇用の作業は終了しております。側溝が詰まるといった対策は未然に防ぐのが一番いい方法でもありますので、今後、そういう形をとれるかどうかについても検討していきたいとは思いますけれども、何せ路線が多いものですからその点は全てというわけにはいきませんけれども、生活路線を優先的に進めていきたいとは思っております。

○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　今年はこれで仕方がないんだと、下水に満タンに落ち葉、小枝が入っていてもこれは仕方がないんだと。やる考えがなければ私はこれ以上、押すに押してもだめなように考えられますので、来年度に向かっては雇用対策の方も４人フルに回転して動いてもらうようにお願いして、１番の林道管理はこのぐらいにしてお伺いをやめます。

　　　では、２番の備蓄倉庫の運用について、大平町に２年も３年も前から、あのようにいろいろと相談に相談をしながらやっと完成した備蓄倉庫でございます。そこにいろいろと、このご返事を聞きますと、まず、一応の災害に対しての非常用の道具なり飲料水なりはそろったということですね、これは。そこら辺、もう少し詳しくご説明願います。
○議長

　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　おただしの部分であります。備蓄倉庫の部分で大変遅くなった部分については、大変申しわけなく思っております。本年度８月にようやく完成しております。その中に25年度からいろいろ事業展開をしておりまして、発電機、投光機なども25年度の予算でとってあります。そのほか26年度においても排水ポンプユニット一式、災害用の大型ガス釜等２台、それからジェットヒーター３台等の部分が入っております。そのほか飲料水関係、毛布等の保管等を今入れている状態であります。町民の安全を守るため、また、いつ来るかわからないというような緊急事態の中での活動ができるよう今、体制を整備しているところであります。
　　　以上です。

○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　これも、もめにもんで大平町を相手にしておくれおくれたことはおわびいたします。いつ災難というのは起きるかわからない、これはどなたも同じ考えでございますが、もう少しやはり道具やなんかはそろえるべきだなと私はこの文面を見ると考えますが、近いうちにそういうような道具、必要なものをそろえる考えがあるのかないのかをちょっと伺います。
○議長

　　　矢部総務課長。
　　　今、菊地　正議員は、具体的にこれから何を準備していくかということを質問しているのであって、明確に答えるように。

○総務課長

　　　緊急支援等の部分でありますので、速やかに町民の安全・安心を守り、対応できるような内容等であります。今お話ししたとおり、内容等については今、備蓄倉庫の中に入っておりますが、今後必要となる部分についてまだあります。それらについては食品関係、食料関係の分がまだ入っておりませんので、これらについては28年度以降の事業の中で、ぜひとも早急に対応していきたいと思っております。
　　　以上です。
○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　大体わかりました。では、備蓄倉庫に対してはこのくらいで終わります。

　　　３番の除雪体制について。

　　　27名の除雪隊員を募集し、１名の方がということで再募集したということは私も回覧板を見てわかったわけでございます。これは必要だからそのとおり不足分を再募集したということの判断と思いますが、やはり若い皆さんを育てていく、教育していく。いないからそんなことできないんだと、土建屋さんにいる、じゃあおたくから１人ことしは採用をして、70歳くらいの年金をもらっている方は速やかに退職してもらうと。やはりそういうような若い人を育てていくこれからの教育が私は必要ではないかと思います。路線によっては土建屋さんがここからここまで受け取ってやっているんだと、そういう場所も聞いておりますけれども、やはり常備、これはいつでも、そういう雪降る国にしてはいつでも足をそろえられる、そういうような体制が必要ではないかと。15年も20年も除雪一筋に入っている人は今、いないですか。３年前、何人か退職したけれども、やはり若い人を育てていくような、できれば50代とか六十二、三の方まで、そういう考えはあるのかないのか伺います。
○議長
　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　当然、今の除雪作業員の人も、平均65歳くらいの人が多くなってきました。今後、新しい人を雇用するような形には当然なってくると思います。ただ、なかなか今、実際、除雪作業をすぐにできるかといってもなかなかできませんので、今、町の除雪も若い人たちが数名入っております。その人たちに今、助手ではなくて運転もできるような形で進めているところでございます。なかなか業者のほうも、県の道路を全部除雪しております。業者のほうもなかなか若い人がいなくて、高齢者の人が除雪している路線もあります。除雪について、業者のほうでも育成していってもらいたいとは思っているところではございます。
○議長
　　　３番、菊地　正君。

○３番

　　　やはりこれを、ますます高齢化していく、除雪隊員もそのとおりだと思います。それで、一冬に１人か２人はやはり助手席に乗って、本当に石垣があるとか障害物があるとか、大変な問題でございます。除雪作業員は朝早くから夜遅くまで。ひどいこと、大変なことは私も見ておりますけれども、やはり今後、若い方を育てていく、教育していく、そのような体制にお願いしたいと思いますので、この質問は以上で終わりたいと思います。

○議長

　　　これをもって、菊地　正君の質問を終わります。

　　　次に、田﨑信二君の登壇を許します。

　　　１番、田﨑信二君。

○１番（登壇）
　　　さきの通告のとおり、２点について質問させていただきます。

　　　まず初めに、１番目としまして柳津温泉スキー場の利活用について。

　　　スキー場の営業を休止して１年が経過し、雪害等々によるリフト等の破損もあったようですが、今後の利活用の考えと小巻財産区との契約状況等について、どのような状況にあるのか伺います。

　　　２点目でございますが、観光地としての招致対策等について。

　　　先日、只見川電源流域振興協議会が中国上海の旅行代理店関係者の方々を招き、奥会津地方に入ったとのことです。本町の福満虚空蔵尊円蔵寺を回り、さらに西山温泉に宿泊したとのことです。今後、このような外国の観光客がふえる傾向が見られると考えますが、町としての取り組み・対応ができているのか伺いたいと思います。

　　　以上、２点です。

○議長
　　　答弁を求めます。

　　　町長。
○町長（登壇）
　　　それでは、１番、田﨑議員にお答えをいたします。

　　　まず、１点目であります。

　　　柳津温泉スキー場の利活用についてでありますが、柳津温泉スキー場につきましては平成26年３月をもって休止をしておりますが、スキー場敷地については平成27年４月１日付で賃貸借契約を締結をしながら、平成31年３月31日までの４年間、小巻共有管理会及び９名の方から借用をしているところであります。

　　　今後の利活用についてでありますが、レストハウス、リフト等の施設設備については経年劣化がひどく、また、ランニングコストの問題、また、スキー場までの道路事情等を総合的に考えると活用は難しいため、解体・撤去の方向で考えておりますが、ゲレンデ部分については桜やモミジといった樹木の植林等によって町民の皆様や観光客等が景観を楽しめるような整備を行ってまいりたいと、そのような考えを持っております。

　　　なお、施設の解体・撤去及び景観整備には多額の費用を要することから、国や県の関係機関と十分連携をしながら補助金等を有効活用してまいりたいと、そのような考えを持っているところであります。

　　　２番目の観光地としての招致対策等についてであります。

　　　今、日本は2,000万人に達しようとしている海外からのお客様がございます。そういう中で、訪日外国人観光客はことし過去最高を記録することが見込まれ、今後の観光振興に大きな影響を与えることが想定をされるところであります。インバウンド対策は観光振興を図る上で重要な要素になると考えております。特に、少子高齢化、そしてまた人口減少が進んでいる中では交流人口の創出が大変望まれると、そのような思いを強くしているところであります。

　　　このため、外国人がどの観光要素に魅力を感じながら訪れてみたいと思うのか、また、その情報を外国人に届けるための有効な手段は何があるのか、そのようなものを探りながらこれから商品をつくっていく必要があると、そのように思っております。一方、外国人の受け入れに関する意識や各国の習慣等の知識、また、高速通信網や宿の予約システム、そういったものの整備、そしてまたカード決済の導入など、受け入れ側の課題も数多くあるものと考えております。
　　　いずれにしても観光客がかなり日本にこれから増加すると、首都圏から地方にもかなり訪れてくるというような傾向がありますので、それらについて対処を急ぐ必要があると、そのように思っております。こうしたことから、今後は訪日外国人観光客の受け入れ体制を整備するとともに、赤べこ発祥の地の町として柳津町を国内外を含めて積極的に情報の発信をしてまいりたい、そのように思っているところであります。

　　　以上であります。

○議長
　　　これより再質問を許します。

　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　このスキー場の問題については再三にわたり質問の繰り返しをしてきたわけでございます。これについてはスキー場をやめるか継続するかでいろいろ議論されまして、26年の３月をもって休止というふうに至ったわけでございますが、これは休止ということで、今後、やはり１年も休めば、何でもそうですがなかなかまたもとどおりになるというのは難しいものでございますので、私の質問のとおり、今後、利活用をどうするんだという質問でございまして、今、町長の説明なりを聞きますと、やはり施設・設備等及びゲレンデ部分の現状、これはわかりました。しかし、前回３月の議会の中で同僚議員からもスキー場の質問があったわけでございますが、その中で「土地利用・活用等の計画作成をし、地権者の同意を得て進めていく」とのことでございます。この経過としてどのようになっているのか伺いたいと思います。

○議長

　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今、庁内でこのスキー場については中身を検討しているところでございます。また、地権者の方についても同じように、中身については話し合いをしているところでございます。
　　　以上です。

○議長

　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　では、今後、町内の方々と話し合いの場を持って進めていくということでいいんですね。

○議長

　　　地域振興課長、地権者から町内の皆さんということを含めて答弁願います。

○地域振興課長

　　　今後、庁内の中で検討して、地権者につきましても同じような形でこういうふうにしたいということの利用計画を説明しながら実施していくつもりでございます。実施してまいります。

○議長

　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　わかりました。
　　　それでは、施設設備の解体関係でございますが、工事なり作業に入るようになりましたらこの解体撤去に多額の費用がかかると思います。これも前回の議会の中でも話しておるかと思うんですが、その際に、見積もりをとりたいんだというような答弁をしてございます。実際にどのくらいの金額なのか、それからまた、その際に補助金等を活用したいと言いました。施設の設備に当たっては補助金というか、事業を持ってきてそれでもって建設なりしてきているんですが、それを取り壊しする際とかそういうのにも事業を利用していきたいと、こう言っているんですが、私はそれはちょっと不可能じゃないのかなと。ですから、その辺について答弁願いたいと思います。
○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　取り壊し費用につきましては、昨年度、見積もりをとったところでございます。七、八千万ということでございます。壊すものに対して補助がつかないのではないのかなということでございますが、スキー場を含めて、土地の都市再生事業なりそういう事業を使いまして、壊した後にさらに景観整備等そういう計画を立てて、それにつきまして、壊すだけじゃなくてそこに物をつくるということの事業を提案して、補助事業等を活用してまいりたいと考えております。
　　　以上です。
○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　その辺についてはよくわかりました。この質問は再三にわたって質問していますので、私も単発的な質問をしましてそれで短時間に終わりたいと思いますので、そのつもりでひとつお答え願いたいと思うんですが。

　　　現在、早急に町としてこのスキー場に当たって対応してもらいたい点があるわけでございます。これは先ほども質問の中で、ちょうど１年前ですか、やはり雪害等によりましてネットが一部破損というかしまして、撤去されたと思います。しかし、まだワイヤーとかアームと言うんですか、これらが残っていまして、これらは県道を交差しているような状況でございます。今年度の場合ですと雪が暖冬のせいかまだ降っていないというか、積もってもいないせいか、今後、これが大雪なりなれば、昨年同様に２次、３次的な災害を招くおそれがあるわけです。これらについては町民の方々から早急な処置、対応を求めておられる声が聞けてございますので、これらの見解をお願いしたいと思います。

○議長
　　　金子地域振興課長。

○地域振興課長

　　　今の破損したところにつきましては、日本索道協会のほうで見ていただきまして、現状であれば大丈夫であろうということでもらっております。また、下にある宮下土木事務所とあわせながら、協議しながら、支障ないように進めてまいりたいと考えております。
○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　今、索道協会というようなところからの回答が出たので私からどうのこうのはなかなか言えませんが、実際にその現場を見てみますと、ネットがもう地面につくかつかないかぐらいになっている場所もあるわけなんですよね。これらが、簡単に説明しますと、雪が降れば自然に重くなって、ワイヤーが張ってありますからね。そうしますと、残っているアーム等が破損なりする可能性があるんですよ。そうした場合、かなり重さというのがありますから、これが県道を交差しているわけなんです。ですから、何回も言うように、２次、３次災害が起きる可能性があるからどうなんですかということなんです。そういうことなんですが。

　　　最後になりますが、町長に答えていただきたいんですが、前回の質問の中で町長は、手順の行程をつくりたいと答弁したんですよ。そのためにはということで、先ほどちょっと課長の答弁の中にもあったんですが、財産区の皆さんと話し合いをして、廃止になったら手順よく進めていけるようにと言われたんですね。休止のうちに皆さんの意見を聞いておきたいと。それで行程の中の廃止のめどというのが多分立ってくるんじゃないかなと。実際、１年に大体なろうかと思うんですよ。その行程の流れがわかれば、多分、廃止というのはあると思うんですよ、大体いつごろを目安にしているんだと。その予定がありましたら、大体いつごろをめどにしているのかちょっと伺いたいと思います。

○議長

　　　町長。

○町長

　　　それでは、１番議員にお答えをいたします。

　　　この件につきましては、広報に載せているとおり、財産区との契約が４年間延長をいたしました。これはまさに今のスキー場の形がある限り、町の責任でありますので、これらについては延長したわけであります。これによって、先ほど課長から話があったように、財産区の皆さんとも話し合いをしております。そういった中で、これからの行程でありますけれども、こういったものが決まった限りは、私は今、課長が言ったように、やっぱり交流の森づくりではありませんけれども、事業を展開しながらやはり自然の山に戻していくような体制をとっていきたいと。それが樹木の植林であります。こういった事業を再生事業等で実施をしていきたいと。そして、やはり町の財産をある程度使わないで、国県の補助をもらいながら事業を展開していきたいと。その１つとして、今、お台場の子供たちと交流をしております。そういった皆さんの力もかりながら、ＣＯ２のお互いの条件づくりをして、子供たちにもその一翼を担ってもらうというような今体制でおりますが、１つの手順は、ことし、その申請をしたいと。来年度。その申請をして、認可を受けて、この５年間の中で進めていくと。こういったものは地方創生の１つでも私は可能であるという思いでおりますので、それらを入れながら町の観光と、そして現時点の施設を守っていくと。そういう手順を踏んでいきたいという地域振興課長には指示をしているところであります。よろしくお願いいたします。
○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　町長の考えはわかりました。

　　　最後の質問になりますが、利活用の中でやはり最終的にはもとに戻ってしまうのかなということで、樹木を植栽なりしていくになってしまうのかなと思うんですが、実は私、機会がありまして秋に、11月にスキー場の上のロッジのほうに行ったんですが、その際に車が二、三台上ってきまして、どんな、何ていうんですか、観光客的ではないんですが、見ていたら写真を撮っているんですよね、秋に。昔ですと、反対側に森林公園がありましてそこから眺める柳津町の全景というものはすばらしいものがあったんですが、やはり今、木が育ちましてほとんど見えないような状況になっているんですよね。それが今度、反対側の今のスキー場からの眺めというのはかなりすばらしい景色というか、ありますので、これは柳津町全体ではなくて坂下のほうまで眺められるというふうな風景があります。ですから、このような、何ていうんですか、地を生かしてもらいたい。ただ木を植えて花見山だなんていうことで終わらせてもらいたくないと。できれば、車が上に上れるような、バスじゃなくて普通のマイカーが上れるような道路なりの改良もしていただいて、できればそういうふうに持っていきたい、お願いしたいと思います。

　　　続いて、２番目の観光地としての招致対応についてということで質問させていただきますが、先ほど質問の中にありましたが、旅行代理店の関係者の方々、柳津町に対する、来た段階、柳津町を見て、円蔵寺を見て、西山の温泉に宿泊したと。どのような印象を持ったのか。また、町として外国人に情報を届ける必要があると考えていると。しかし、実際にどこまで手段を検討しているのか、この辺についてちょっと伺いたいんですが。
○議長

　　　答弁の前に申し上げます。休議とするところでございますけれども、本日、柳津中学校の皆さんが傍聴されておりますので、時間の関係もあります。したがって、このまま継続をさせていただきます。

　　　それでは、答弁を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　初めに、先ほど申しましたスキー場の解体工事の金額がありましたので訂正をお願いしたいと思います。およそ3,600万でございます。訂正をお願いしたいと思います。

　　　今ほどありました、柳津に来た印象ということでございます。新潟から、夕方ですけれども柳津に入りまして、虚空蔵様は閉まっていましたけれども、すばらしく景観がいいところで、中国の、何かちょっと忘れましたけれども、どこどこと同じような形のすばらしい場所だということでございました。それからまた、西山温泉に行っても、温泉についてもすばらしい温泉で料理もよかったということでございます。

　　　情報の提供につきましては今、具体的には会津全域で広域的に、柳津を含めて若松を中心になった広域的なパンフレット、またはスマートフォン等を使ったＳＮＳ情報です。現在、柳津町でもここから、只見川電源開発協議会ということで柳津町を玄関にして、それと同じような形で奥会津という形で今、他国語、英語を含めて中国語、台湾語含めて、今そういう形で情報発信なり、あとはそういう方を招致しまして、先日は３名いらっしゃいまして数百万ちょっとかかったわけなんですが、それを継続しながら奥会津のＰＲを進めていくところでございます。
　　　以上です。
○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　こういうふうに招致して、それから印象づいたということで、続いてこれらがうまく成功してくれば、この流れがですね、次に受け入れ体制になるわけなんですよ。課題も数多くありまして、体制整備をしていきたいんだということですが、訪日観光客は皆さんご存じのように、現に会津の玄関口まで来ているわけなんですね。会津若松市まで。先日、会津若松市のほうから今年度の外国人の観光客の人数、入った人数、これはことしの１月から10月までで昨年の１年より既に上回っているというような報告があったわけなんですよね。ちなみに、当柳津町ではこのような把握ができているのか。外国人、どのぐらい年間で入っているのかなと。多分、その辺まではちょっとやっていないんじゃないのかなと。ですから、今後、やはり私はそのような把握も必要じゃないのかなと思います。
　　　ちょっと戻りますが、このように若松市にまで入ってきて、今度だんだん奥会津にも、柳津から奥、先ほど言ったように柳津に来て三島、金山と代理店の方々が入って見ていったということなんですが、期待できる可能性があるわけですから、もう少し、受け身的ではなく先々の情報をやはり集めていただきたいと。この点についてどのように今度、町として受けとめていくのか、その辺についても若干簡単に伺いたいと思います。

○議長
　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　柳津町においても、やはりインバウンド、外国人観光客誘客については力を入れていきたいと考えております。具体的には今、広域的にはインバウンドに向けて外国人の観光客に向けてのおもてなし、あと、お酒の提供とかそういう研修会がございます。そういうおもてなし研修会を踏まえて、柳津町においても来年度からインバウンドに向けての対策として、やはりそういうインバウンドの委員会の設立につきましては、商工会、観光協会、温泉組合等をあわせながらやっていくと考えております。
　　　また、観光看板につきましても、やはりそういうデザインとか、他国語でも何カ国語で標示したらいいかということを具体的に打ち合わせをしながら、あと、お店とかお寺とかの注意事項につきましても、やはり１カ国語だけでなく他国語が入ったような形のを進めていかないといろいろとトラブルが出てくるかなと思っておりますので、そういうことを進めていきたいと思っております。

　　　海外から来ている観光客につきましては、宿泊客でいきますと柳津町には数十名の方が宿泊しているということでございます。あと、奥の只見町には1,600人ぐらいという形の情報は得ております。そういう形で、今後、町観光に関する関係者については、そういうおもてなしとか外国人のインバウンドの勉強会を設定しまして、また、そういうパンフレット等につきましてもあわせて他国語のパンフレットを作成するように考えております。
　　　以上です。
○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　内容についてはわかったんですが、最後に町長のほうから赤べこ発祥の町を国内外に発信していきたいというようなことでございまして、多分、町長が３月かな、そのときにおっしゃったのは、各施設等の案内等にある程度、外国語の紹介なり説明化したやつのリニューアル化をしていきたんだという、町長か課長からあったんですが、やはりこういうことを早急にやるべきではないのかなと。と申しますのは、ちょっと話それますが、「ジヌよさらば」の映画化がありますね。実は私、10月に久保田地区に行きましたら、二、三の方がグループで車で来て、棚田を探していると。顔は日本人のような顔をして、言葉が通じないんですよね。もう一人の方は外国人で、英語で。とにかく私、英語の未熟さがそこで出てがっかりしたんですが。

　　　そのように今、外国人の方がスマートフォンなりでどんどんどんどん入ってきているわけなんですよ。やはりそういう対応の問題点ですね。何度も言うように、先々まで情報をやはり集めて、受け身体制というか受け入れ体制をつくっていかないと、せっかくこうやって中国の上海の代理店の方々が来て奥会津なりを紹介しているわけですから、これが先ほど言ったように印象が強ければ、もう一気にツアーが入ってくるわけなんですよ。とうに、先ほど言ったように若松市にはもう入っちゃっているんですよ。ですから、もう一歩手前まで来ているわけですから、その辺をもう少し考えてやっていただきたいと。
　　　先ほどもあったように、案内板等、これはいつごろ予定していますか。来春なりのトップシーズンに間に合うのかどうなのかお伺いします。
○議長

　　　町長。

○町長

　　　１番議員にお答えをします。

　　　来年度の予算に、これは私の考えでこの前庁議でも言ったんですが、意外と知らない柳津町なんです。残念ながら三島、金山、昭和、これは今、全国的に名をはせながら、知っている人が多いと。柳津がこれだけ観光地に恵まれながら、意外と皆さんに知名度が低いということで、それを感じました。そういった中で、今回、新年度予算で皆さんにお願いしたいというのは、インターネットで柳津の全てを紹介するようなそういった事業を展開したいということで今、話をしております。それはどういうことかというと、先日ですが、柳津町には３人くらいの皆さんが来たんですけれども、この前金山には、１バスですが、ビデオとカメラを構えてインターネットでわかった風景を随分と人が歩いているという状況であります。これは必ずしもそこに来るかどうかわかりませんけれども、柳津には決まったキャパの、旅館がこれだけしかないわけですから、これ以上来てはまたパニックになりますので、そういった中での受け入れ体制、そして発信の仕方を積極的にこっちからやっていくということに徹したいと、そのように思っております。それと同時に、円蔵寺の住職からも、大変他国語が耳に聞こえてくると、こういった対策は町としてもどう考えていますかということがありまして、観光地としてもそれに応えるような体制を来年度予算として組みたいと、そのように思っておりますのでご理解をいただきたいと思います。そしてまた、応援もしていただきたいと、そのように思います。

○議長
　　　１番、田﨑信二君。

○１番

　　　そうですね。やはり早急なる対応をしていかなければ取り残されると、そういうことございますので、改めて要望につけ加えて通訳ガイド等の設置等もお願いしたいと、このように思います。
　　　以上です。

○議長
　　　これをもって田﨑信二君の質問を終わります。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇
○議長

　　　暫時休議します。

　　　再開を２時45分といたします。（午後２時３０分）

○議長

　　　議事を再開します。（午後２時４５分）

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇
○議長

　　　一般質問の前に、先ほど総務課長のほうから備蓄倉庫の運用についての質問の中で、若干、答弁食い違う点がございました。訂正を含めて再答弁、それからもう一つは、鈴木吉信議員の防犯灯の設置数の中で数字的な把握、それから今後の動向について、これを再答弁いただきます。

　　　では、総務課長。

○総務課長
　　　それでは、答弁が間違っていた部分がありましたので訂正をさせていただきたいと思います。

　　　菊地　正議員の２番目の備蓄倉庫の運用についてという中でありますが、倉庫内の中で答弁いたしましたが、その中に「水」という言葉が入っておりました。今現在、水、まだ入っておりません。次年度以降の分で考えていきたいというようなことであります。今現在入っているのを「水」というような話をしてしまいましたので、これを訂正させていただきます。

　　　もう一点であります。これについては鈴木吉信議員の１番目の防犯灯の整備補助事業等であります。これについて「これから調査をする」という話をしておきましたが、これらについては、概算で柳津町といたしまして全地区の防犯灯の台数を調べた部分があります。今、手元にあるのは643というような分があります。これですと全体で、228基今回やっておりますので35％強となるわけでありますが、この概数を見ますと、今回27カ所やっているんですけれども、その概数で追っていきますと町で調べた概数とちょっと隔たりがあります。27年度当初予算でとる場合については643でありましたが、その中でいろいろ動きも出てまいりますので、これらについては先ほど答弁したとおり、今後、調査をして議会の中でお話をしていきたいと思います。大変申しわけございませんでした。

○議長

　　　３番、菊地議員、それから６番、鈴木議員、よろしいですか。（「はい」の声あり）

　　　それでは、一般質問に入ります。

　　　次に、荒明正一君の登壇を許します。

　　　７番、荒明正一君。

○７番（登壇）

　　　４項目について質問いたします。

　　　１つ目、農林業と農地等について。
　　　林業と農地は我が町の将来に密接な関係にあるが、農地の利用計画についてどのように考えているか伺います。

　　　２つ目、県道柳津・昭和線について。
　　　この道路は西山地区と柳津地区をつなぐ道路として重要であります。路線上にある桧原地区のトンネル化については町はどのように認識し、どのように考えているか伺います。
　　　３つ目、中学校の統合等について。

　　　11月中旬、２日間にわたり西山、柳津両地区で統合に関する説明会を開催されたが、説明会を終えてどのように受けとめ、今後、どのように進めるつもりなのか。

　　　４つ目、林道大峯線について。

　　　この林道は近隣住民の生活道路としても重要であり、宅配便も含め数多くの人が利用している。町は今後、この道路改良等の計画があるのかどうかを伺います。
　　　以上です。

○議長
　　　答弁を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　それでは、７番、荒明議員にお答えをいたします。

　　　まず、１点目であります。農林業と農地等についてでありますが、農地の利用については、柳津町農業振興地域整備計画で農用地利用計画を設定をし、その中で農用地区域を指定しておるわけであります。農用地区域については高度利用を図るべく、生産基盤の条件整備を促進して優良農地の確保に努めるとしております。これまでも県事業等を活用し、土地改良等を行ってまいったところであります。

　　　今後も受益者の要望を集約しながら優良農地の確保のために必要な対応をするとともに、中山間地域等直接支払交付金制度や多面的機能支払交付金制度を活用しながら、地域住民とともに農地の維持、そしてまた保全に取り組んでまいります。

　　　２つ目の県道柳津・昭和線でありますが、先ほど６番議員からも質問を受けたわけであります。主要地方道柳津・昭和線につきましては、柳津町と昭和村を結ぶ主要生活幹線道路であり、国道400号の代替路線としての機能も持ち合わせているわけであります。

　　　県においては、この代替路線としての機能強化を図るため、平成24年度より県道滝谷・桧原線のバイパス事業に着手をしております。町としましては、バイパス事業によるトンネルが開通すれば安全・安心な交通が確保され、通勤・通学はもとより地域経済の振興、活性化に大いに寄与するものと考えをしているところであります。

　　　中学校については教育委員長から答弁をいたします。

　　　４つ目の林道大峯線であります。林道等の維持管理につきましては、各地区の皆さんに草刈りや道普請を実施していただいているところであり、林道大峯線の維持管理についても同様となっているところであります。

　　　また、本路線は現時点において改良の計画はありませんが、近隣住民の生活道路にもなっておりますので、必要に応じ修繕等を行いながら維持管理に努めてまいりたい、そのように考えております。

　　　以上であります。

○議長

　　　次に、教育委員長より答弁を求めます。

　　　教育委員長。

○教育委員長（登壇）

　　　それでは、お答えいたします。

　　　教育委員会におきましては、これまでの経過を踏まえ、平成27年11月12日と13日の両日にわたり学校教育構想の説明会を開催いたしました。説明会では、中学校統合の決定に至るまでの経緯と町内の学校の現状、そして中学校の統合実施とその先の小中一貫教育の学校づくりという教育委員会の構想について説明を行った後、参加者から意見をいただきました。

　　　11月12日の西山会場の説明会には25名の町民の方に参加いただき、延べ10名の方から統合に当たって課題となる学校と地域の結びつきについての提言、いじめや不適応への不安、通学手段の確保、統合のメリットなど多くの意見や質問があり、関心の高さを改めて感じるとともに、生徒同士、保護者同士がそれぞれの中学校の取り組みの実際をお互いにもっと知ることが重要であるとの認識を深めました。

　　　13日の柳津会場での説明会には20名の町民の方に参加いただき、延べ９名の方から小中一貫教育の内容や今後の児童生徒数の動向、あるいは今後の進め方への質問や町の教育ビジョンに関するご意見や質問などをいただきました。児童生徒数の割合からすると西山地区に比べ関心が低いことを感じ、今後、小まめに情報をお伝えすることが必要であると認識をいたしました。
　　　教育委員会といたしましては、２日間の説明の内容を踏まえ、課題の解決のための取り組みをしっかり進めながら来年１月ごろには第２回目の説明会を実施する予定としており、平成30年４月の統合実施に向け、着実に歩みを進めていきたいと考えております。

　　　以上でございます。

○議長

　　　続いて、町長に答弁を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　この件につきましては私のほうにも答弁をするようにということであります。私から答弁を申し上げます。

　　　今ほど教育委員会委員長から答弁がありましたとおり、教育委員会による中学校統合に係る説明会が実施されましたこと、そして、その内容については報告を受けておりますが、両中学校の統合に当たっては丁寧に説明をしながら関係者の理解を得て進めることが大切であると、そのような考えを持っております。

　　　現在策定を進めております後期の振興計画にも中学校の統合に向けて進めることを明記をしたいと考えておりますので、今後とも教育委員会との連携を密にしながら統合に向けた取り組みを着実に進めてまいりたいと、そのような考えを持っております。

　　　以上です。

○議長
　　　これより再質問を許します。

　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　いつも長いというような批判を受けております関係上、本当の一問一答で質問しまして、その後にもう一回聞きたいことがあったら聞くようにやります。

○議長

　　　起立をして。起立で質問願います。

○７番

　　　一問一答でありますので、その一問一答にふさわしい質問をさせていただきたいと思います。

　　　まず１つは、農地中間管理機構というものが発足しておるわけでありますが、この中で柳津町として把握しているのはどのような情報の集約をしておられるのか。平成25年６月５日の全国農業新聞によりますと、目標の２割しか達していないわけでありますが、まことに低い状況にあります。それはなぜなのかということであります。

　　　２つ目、その昔、昭和45年から始まったと記憶しておりますが、減反と農用地の利用の仕方について、ソバが中心でありますが、これは適地適作から大いに外れたような感じがするわけであります。これらについて再検討する考えがあるのかどうか。

　　　３つ目として、農林業ということが入っておりますので、山林・森林等の管理については森林組合を中心にやるような方向をとっていくのが一番いいのではないかというふうに私は思いますが、当局の見解を伺いたいと思います。

　　　そして、もう一点、４つ目は、今、柳津町の農業問題で一番重要と思われるのは、どうしようもない、年齢が単に１年ずつ当然ながら年をとっていくわけです。このリスクをどのように考えてどのような対応策を考えておられるか伺います。

　　　５つ目は、中山間支払、あるいは多面的機能支払交付金制度ということがあるわけでありますが、私も大峯にいてそれに入ってやってきた経緯があるわけですが、その中で途中からやめたわけです。それはやる人がいろいろ大変だというようなことでやめたわけでありますが、これらを考えますと、この問題をこのままにしておきますと農家間の格差が広がる危険性があるのではないかということで、町単独でも何かの対応策を考えてしかるべきではないのかなというふうに思います。
　　　７番目には、これはちょっと何考えているんだなんて言われるかもしれませんが、自民党の小泉進次郎衆議院議員、この人は今度、農業政策を求める自民党の、トップとまではいかないんですけれどもその下くらいにおられるわけです。その方を招待して柳津町の現状を、あのような若い人の立場から現実に見てもらうことが一番大事ではないのかなと。ＴＰＰの話なんかも中心になってまとめたわけでありますが、柳津町の現状というものはこうなんだというようなことで見ていただくことも必要ではないかというふうに思いますので、考えをお尋ねいたします。

○議長

　　　今、項目的に見ると６つ。７つですか、６つですか。では、１番目のほうから。まず、中間管理機構の現状について、情報を収集した結果、非常に低い内容になっていると、これを踏まえてどのように対応していくのかについて答弁を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　柳津町でも中間管理機構の今、募集等をしているところでございますが、件数、借りたいということはございますが貸したいという方が今ございませんので、それで今、件数的にはゼロという形になっております。貸し借りにつきましても、同じ場所、同じように換地であれば換地同士のものを貸し借り、または、貸すときについてもその方が持っている土地全部という形で、やはり一部を貸したいけれども全部は貸したくないということもございまして、今のところその件数につきましては、借りたいという件数はございますけれども貸すという件数がない現状でございます。

○議長

　　　荒明議員、続いてずっと答弁いただきますか。その後、再質問になりますか。（「ずっとやっていただいて、１つ１つ分けましたので、後で聞きます」の声あり）わかりました。
　　　では、２番目。今、現状ソバ中心の転作品目になっている、これらは本当に適地適作なのか、再検討する余地はないのかについて、引き続いて地域振興課長より答弁を求めます。
○地域振興課長

　　　柳津町に人・農地プランというのがございまして、地域ごとに担い手なり耕作する者ということがございます。ソバ中心というのは、今、振興作物としてソバ、菜種につきましては一番やりやすい形でやっておるのではないのかなというふうに考えております。ソバが中心で適地適作。県のほうでは大豆を含めてという形でありますけれども、柳津町につきましてはやはり湿地が多いのでそういうのはちょっと厳しいということでございます。ソバ中心ということであるかというと、振興作物のソバ、菜種が中心になっていまして、そのほかについても同じような形で、適地適作という形で地区ごとに設定しております。
　　　以上です。
○議長

　　　では、引き続いて３番目、森林に対する対応。振興の中で森林組合を中心に今後進めていくのかどうかという質問に対して。

　　　地域振興課長、答弁を求めます。

○地域振興課長

　　　今ほど森林整備等、間伐等を含めてやっているところでございます。森林組合を含めて３社４社と、西会津等を含めながら、猪苗代を含めながらやったんですけれども、やはり森林組合ほかのところはやはり辞退しているような状態でございます。そういうことで、実際は間伐等につきましては森林組合が中心になってやっている状況でございます。
　　　以上です。

○議長

　　　次、農業では高齢化しており、これからますますリスクが高まってくるということで、今後どのように柳津町として対処するのかについての答弁を求めます。
　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　農業はやはり高齢化と人手不足というのが進んでおります。柳津町についても同じ形で、新規農業者につきましては国及び町で補助をしているところでございます。高齢化をとめられない現状ではございますが、今、新たに新規就農者とか認定農業者、新たになった法人が柳津町の人・農地プラン等、座談会を通じながら、遊休農地がふえないような形で、また、やめるような方につきましてはそれを受けるような方策で、受け入れてもらうような形で、遊休農地をふやしていかないような方策をしてまいります。
　　　以上です。

○議長

　　　次に、５番目ということでございましたが、中山間の直払いに当初加入していて、途中、離脱したと。そうしますと、当然、直払いがない地区とある地区というふうになってまいります。格差が広がるというようなことで、町の対応策についてということでございます。

　　　これらについて地域振興課長。

○地域振興課長

　　　中山間及び多面的機能の直接払いにつきましては、やはり５年間その面積については耕作を続けていかないと、途中でやめた場合には返還金等が生じるものでございます。その農地を守っていく、国のほうでやはり農地は保全していかなければいけないという形でございますので、柳津町についても中山間の直接払い等につきましてはなるべく、事務、写真を撮ったりいろいろ事務的なところが大変ということで、町としてもそれを補助というか援助しながら、やるべく多くの方に続けてもらうような形の方策をしております。また、それに伴って、農地の管理等のお金が、やはり農地を維持したり、遊休農地にならないような形でみんなで守っていって整備していくという形でやっておりますので、町の方針としてもそれと同じような形でやはりお願いしたいと考えております。
　　　以上です。

○議長

　　　それから、小泉進次郎代議士が自民党の農林部会長をされております。現状を見ていただきたいという内容については、これは町長のほうから、どのような考えをお持ちか答弁願います。

　　　町長。

○町長

　　　今の自民党の農林部会長をやっております小泉代議士については、やっぱり積極的な発言をしていらっしゃる、これはまさに救世主のような役割を担っている、大変、農業にとってはいい風が吹いてくるのではないのかなという認識を持っているところであります。ですが、小泉さんそのものを招致するということよりは、むしろ過疎対策とか農林対策、そういったところで、部会としての行動が地域にあるとすれば来ていただいて現状を把握してもらうと、そういう手段はあると、そのように思っております。
○議長

　　　荒明議員に申し上げます。私のほうでは今、６点ほど把握しておりますが、あと１点。（「それは肝心なことを忘れたんですが」の声あり）では、起立で再質問をお願いします。

　　　荒明正一君。起立でお願いします。質問は起立で。
○７番

　　　それは何かと言いますと、６番目に挙げておいたんですが、忘れたんですけれども、それは水田の今後の状況を見通した場合に、その中核となる組織、農協を据えた対応をしっかり位置づけていくべきではないかと。なぜかと言いますと、今の政権というのは自公ともに連立政権は組織を、どこの組織がないということはないんですが、特に組織を中心とした政党でありますから、それに負けるというようなことがあってはならないはずでありますが、先ほど多面的問題云々ということを取り上げましたが、これは民主党時代の戸別所得補償から言えば恐らく退行したと思うんですね。個人よりも団体がないからだめだと、団体がなくなるとできないという状況が生まれているのも事実なんです。だから過疎化になるんです。だから限界集落になっているんです。そのことと相反するようなことがあるからそういう質問項目を挙げたわけでありますので、よろしくお願いいたします。どう思われるか。

○議長

　　　町長。
○町長

　　　荒明議員にお答えをします。

　　　それは、地方の選択肢でもあります。今までもそうですが、それに必要な場合には農協を通しながら、そしてまた、それぞれの団体が選択をしながらやっているわけでありますが、町として農協と連携を図って全てやるということじゃなくて必要に応じてそれに対応していくと。今回の、柳津町に対しては、こんなふうなスタンスをやっているわけであります。例えばライスセンターにしても、農協との連携を図りながら、補助を案分しながら、農業者の充実・強化に向けて体制をしているわけであります。そういう選択をしながら政権与党、そういった皆さんとの連携を図っていくべきであって、全てを町が決めるということではないと、そのような認識を持っているところであります。

○議長

　　　荒明議員に申し上げますが、今７点ほど質問があります。これらについては１点ずつ質問されたらいかがですか。（「その上で質問」の声あり）では、荒明正一君、再質問を許します。
○７番
　　　そうしますと、結局、水田にしろ山にしろ、単独ではなかなか困難な時代に入ってきているというふうに考えるべきだと思うんです。町当局については。そうであるならばやっぱり森林組合なり農協なりにもう少し、森林組合は山だけだからあれなんですが、農協の場合何で特に挙げたかと言いますと、これだけの大面積をこなせる。うなったりなんかしてソバでも何でもやっていけるということは何でかと。結局、除草剤とかそういうものをいじくって、いとも簡単に活用することができるということが、もうかるもうからない関係なく、先ほど言ったけれども、ソバをつくったけれどもそれだけ赤字だ何だという話でありますから。だから、ただつくればいいということではなくて、適地適作に応じた町の農地利用計画を、本当の利用計画を早急に立てる必要があるのではないかというふうに思うわけであります。それについて再答弁をお願いします。
○議長

　　　再答弁、地域振興課長。

○地域振興課長

　　　柳津町の農地プランにつきましては、各地区、各認定農業者等につきましては、集落営農も含めて、その地区でやる作物については各地区で決めて、それで、毎年何をするかということに含まれましても座談会を開きながらやっているところでございます。適地適作で、そこでソバがちょっと無理な場合にはまた別なものをつくるという形で、そういうことで　　　復習を含めながら指導をしているところでございます。ですから、ソバ等につきましても、ことしからは認定農業者等の団体でないとつくれないという形になっておりますので、それに伴って各組織なり各集落につきましてはソバはソバで集落営農組織をつくりながら、そういう形でやっているところでございます。
　　　以上です。

○議長

　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　何でそのような、特に農協を含めた対策が必要かということを強く言うかといいますと、せんだって、６月に、藤、琵琶首、あと大成沢、あの辺をずっと見てあるいたんです。皆さん行政調査に行っている間に。そこの状況を見た場合に、琵琶首の森ノ平という字名のところの土地というものは、全部荒れていました。ソバもまいたかもしれませんが、最近聞いた話だとそれもまいていないと。そういうところが何町歩もあるんですね。ああいうところう見ますと、いろいろやってはいる、それは私もわかりますが、それだけで果たしていいのかどうか。農地としてままにならないところはどういうところか。例えば１枚１反の田んぼを守るとか、字名を守るとか、そういう守る土地の状況の把握というものが必要になってきている状況にあるのではないかというふうで私は心配しているわけです。
　　　このままいくと本当に、何でそれが問題かと言いますと、もとをただしていくと基盤整備するのに相当それなりの税金を使っているわけです、国民の税金を。それをやすやすと、ああしようがない、しようがないと言ったのでは本当にしようがないんじゃないのかというふうに思いますので、１回まず現場を見てもらって。現場を見るのが一番です、誰が何と言ったって。そういう現場を見た上で今後の対応策を考えていただきたいなというふうに思います。質問はこれで終わりますが、答弁を。
○議長

　　　地域振興課長。

○地域振興課長

　　　現状につきましては、やはり換地の中でもそういうところで何もつくっていないところもございます。それにつきましては、今、国会のほうでも農協改革及び農業委員会改革という形で、農業委員のあるべきものと、それに伴って、今、改正になりましたが、推進委員という形を置いて、そういうところを、なるべく荒廃農地を解消しようということの取り組みが今、なされております。柳津町におきましても来年度からそういう形になりますので、そういうことを注視しながら荒廃農地の解消に努めていきたいと考えております。
○議長

　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　問題は、今言われたようなことは今までも全然やらなかったわけではないんです。だけれども、来年からやりますと言ったって、必ずその成果が出るか出ないかは考えてもそれはわからないんです。何でかといいますと、その点にだけついて、答弁は後でいいですけれども、町役場で補助を出すものは出す、もらうほうは農家だと。それは個人個人に渡ると全部違うんですね。私は私なりの能力がある、生きる上ではいろんな都合も出てくる。いろんなことが引っからまってやれないような状況になっていることもあるわけですから、まずは現状を見るということからお願いしたいと思います。答弁は後でいいです。

　　　あと、２番目の柳津・昭和線について伺います。

　　　最初の答弁で町長は平成24年度より着手しておりますということでありますが、町長はこの話を聞いたのはこの24年より前か後か、どっちですか。
○議長
　　　町長

○町長

　　　前に聞いています。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　そうであるならば、今、私もこのことについて正直言って、話に聞いておりましたが、質問するかなという気になったのは今初めてです。３年前にいないわけですから。そういうことです。
　　　そういう中にあってきのう、いろんな状況の中で若松の建設事務所へ行って聞いてきました。道路課長はおられなかったんですが、主幹兼事業部長長谷川さん、それ以上言わないほうがいいと思うんですが、に話を伺ってきました。そうでありますと、現在はまるっきり工事がとまっているわけではないと。「環境整備」という極めてうまい文句を使ったものだなと思いますが、環境整備のために桧原の部落の人たちと、ああ、滝谷の人たちと話をまとめるためにその環境整備をして、それはスノーセットの上の石、危ないところがあるのでそれを何とか安全対策を講じたい、それについて県のほうと打ち合わせをしておりますということでありました。何が原因でとまっているんだというようなことについては、私も宮下の土木課長にも伺っておりますしきのうも伺いましたが、聞いたからすぐぼっと言うわけにもいかないと思いますのでそれは伏せますけれども、そのような極めて難しい状況なんです。　　俺たちは、通してくろ、通してくろと簡単に言うかもしれない。その土地を持っている人たちにすればやっぱりそれなりに悩み思うことがあるもので。今、努力をしておりますと、そのために環境整備、安全策をとるようなことでやっておりますということでありますから、町長は今後、機会を見て、県なりそれぞれ話しすることがあると思いますが、全力を挙げてやっていただきたいというふうに思います。
　　　それと同時に、先ほども話ありましたように中学校の統合問題との関係も、恐らくないとは言えないんです。あると思いますので。そうしますと、24年度に知った、最近知ったと。何月何日にと聞いたってしようがないと思いますが、町長が言うのと私ら住民の人が言うのでは、三島町に行っていろいろしゃべったりするにもそれぞれ立場が違うと全然違ってくるわけです。しかし、地域には来るんですよ。しかも丁寧に対応してくれます、地域の人たち。役場職員の人は　（聴取不能）　ですけれども。そうではありますが、（聴取不能）　　　今後、しっかりと取り組んでいただきたいというふうに思います。
○議長
　　　町長、答弁。

○町長

　　　荒明議員にも理解をいただきたいのは、24年のこういう形が現在まで至ったというのは、我々もそうですが、常にやっぱり話の中に出てきたからこそ表に出てきたという理解はしていただきたいと、そのように思っております。そしてまた、首長とは常に話をしながら、何とか地権者の了解を得てほしいというお願いをしながら、ただ一方的にその部分だけをやってもらいたいというお願いだけじゃなくて、その皆さんの気持ちになって、じゃあ反対の部分になったらどうなんだということも考えあわせながら進めていかなければならない。それがやっぱり、お互いに町村をまたがったときの理解と、それとまた、積極性をそこに加速させるような意味合いであると、そのように思っております。議員のおっしゃるとおり、やっぱり我々が先頭に立ってこの問題の解決の一日も早い解決を見るように努力をしてまいりたいと思っております。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　道路に関していいますと、私も道路から生まれた議員だというふうに自負はしておりますから、その意味において今後、できる限り協力したいと。大したことはできないと思いますが、協力したいものだなというふうに思っております。この点はこれで終わります。
　　　中学校の統合等についてであります。

　　　先ほど答弁ありましたように、12日と13日にわたって中学校学校教育構想についての説明会がありました。私は西山と柳津と両方、出させてもらったわけであります。その中でまず思ったことは、１つは、父兄の方々の受け取り方として、俺の受け取り方はまた別にしても、教育長の説明の中で吸収合併ではないんだということを強く言われておりますが、それがまた逆に、集まった人数を見ますとそれに対する回答というものが出ているのではないかというふうに思わざるを得ないわけです。西山25、柳津20、その中に西山の場合は元役場職員なんかも当然来ていますし、13日については役場の現職員もおられたし元職員もおられたし、ということから考えて、中身からしますと本当の父兄というものはどのぐらいいたのかなという心配もするわけであります。だから、そういう中にあってそういう状況、現状の集まりぐあいを見てどのようにお考えになったのかなということを伺います。

○議長

　　　教育長。

○教育長

　　　議員も両日にわたって参加いただきましてありがとうございました。今、本当のというか、保護者に当たる人についてのお尋ねとこちらの捉え方のお尋ねだと思いますけれども、西山地区では保護者、全てお名前を書いていただきましたので、保護者は25名中12名おりました。柳津地区におきましても、偶然の一致ですが12名の方が保護者としておいでになっております。そんな人数の状態であります。
　　　それから、受けとめ方ということで、私どもとしては22年からいろいろな形で保護者からの意見の聴取も努力をしてまいりました。いろいろな形でこの問題についての広報もしてまいりました。そういう点では、学校が目の前からなくなるという立場である西山地区の方の受けとめ方は、大変自分たちの問題として極めて強く意識していらっしゃるなということを改めて感じましたし、柳津中学校の校舎を活用するという点から、柳津中学校においては学校そのものがまだここに残っているという意識があってなかなか関心が高まっていないということは以前から感じております。
　　　そんなことでありますので、私どもとしては、子供たちの交流の機会をさらにふやしていきながら、西山と柳津が一緒になって学習を展開したときに、子供たちにとって大変魅力ある活動が可能なんだといったことを中心にして情報発信をさらに進めるとともに、丁寧な説明を進めていきたいというふうに考えております。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　そんな中で、どうせ父兄たちは、西山の人たちが来なかった中には、どうせ行ったって、話をしたって統合になっちまうんだべという半分諦めのような感じで受けておった方もいると思うんですね、実際は。柳津だと、別に西山から来るんだから心配ないんだなんて、柳津の人は心配する必要がないと。これがもし中学校をどこかに建てて、西山と柳津の中間に建てるかなんてそうなった場合には今みたいなあれにはいかなかったんだろうというふうに思います。どっちがいいか悪いかは別として、そう私は思います。
　　　その中で、この前の中でもいろいろあったんですが、書くのは全部私も議事については書けませんでしたので２つだけ。これは町長も頭痛い、教育長は半分ぐらい頭が痛いか、そういう問題でありまして、１つは、西山に中学校があるならば、砂子原を出た人もまた地元に戻ってきてもいいわいというような方もおったわけですね。わかっていると思いますが。そういうことを考えますと、１人でも２人でもふえるという可能性は最終的にはあった。その中で統合するということは、外に出ている人はわからないけれども、統合すれば、来ないという状況になると、人口がふえないわけです。
　　　もう一点は、私は絶対反対ですと、そういう人もいたということを言ってくんつぇなんて最後に言って説明会を終わったわけですけれども、あの人が言ったこともまた一理あるよなと。何だかと言いますと、教育長さんは、先生方は与えられた環境で、子供が少ないからああだ、多いからああだと、そういう理屈をくっつける問題ではないと。それに対応した教え方をしなければならないということを言われていたんですけれども、それはそのとおりだと。逆に言えば、生徒もまたあらゆる困難な条件の中で勉強を受けるということもまた必要なことではないのかなというふうに私は思ったんです。何でかと言いますと私は大峯という地、小学校の時は町長と同じで、選ばっちだ方だけれども、子供がこの前来たとき、今40になる長男坊に聞いた。そうしたら、少ない学校で勉強したけれども、合併したほうがいいと思ったことあるかと。そんなことないと。というのは、やっぱり子供に対して、少ないから学校でいろんなことができないならばうちに帰っていろんなところに連れていったりして交際を広げるような形でも穴埋めができるのではないかというようなことで、私としてできるだけそういうふうにしてきたつもりであります。
　　　ただ、問題は、全てそうなんですけれども、100％で統合ということは絶対それはあり得ないんです。あり得ないわけですが、そういう困難を乗り越えるというためには、統合そのものが果たして最高の、ベストかどうかということはどうかなというふうに思うんですが、どうですか。
○議長
　　　教育長。
○教育長
　　　お答え申し上げます。２つとも共通した問題かなというふうに考えております。

　　　１点目は、西山の子供たちが少なくなったから統合ということを私たちが強調しているわけではございません。柳津町全体の子供たちがこれだけ減ってきているという中で、子供たちがやがて、ことしも中学校の子供たちの進学先の調査がありましたけれども、３分の２以上の子が若松方面の大きな学校に進学を希望しております。つまり、今の環境と全く違う大きな集団の中で自分を発揮していかなければならないというような状況を考えたときに、柳津町の子供たちが置かれている環境がどうかといったときには、保育所から全く同じ集団の中でずっと生活をしている。現在、学校の先生方がいろいろ工夫してやっていますのは、子供たちのコミュニケーション能力をいかに高めてあげるかという問題であります。集団がずっと同じなものですから、子供たちの中には言葉にあらわさなくても表情でお互いの気持ちをしっかりと受け取れるようなそういう関係ができておりまして、そういう点で、外に出たときにコミュニケーション能力に大きな課題があるというのが教員の共通した認識であります。少しでもそういった状況を改善するために、小学校まではその同じ集団で保育所から上がるのはいたし方ないかと思うんですが、せめて中学校になったときに新しい環境を与えてあげて、その中で適応力を高めてあげるということが教育委員会としては今できるベストな選択だというふうに考えて、この統合という選択をしたわけであります。
　　　今申し上げた中には、教員の任務とか子供たちの状況という話もありましたけれども、環境を改善することによって少しでも子供たちの成長につながるという条件整備ができるのであれば、それを選択するというのが私たち教育委員会の与えられた任務だというふうに認識しております。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　結局、教育の目的はどこにあるのか、何のためにあるのかということになるかと思うんですが、本来はいつの時代にあっても同じだと思うんですね。学校を出て一般に言われている勉強をして学歴をとる。ある人が言ったのは、何のために教育するんだと。人間を、子供を幸せにするためにあるんだというようなことを言われたのであります。最後の、人間を幸福にするための教育ということになれば、これはいつだって普遍なはずであります。でありますから、私はそのように、その中の何を中心にしてやっていくのが一番いいのかなというふうに考えた場合には、必ずしも環境だけがよくなればそれでいいということではないのではないかなというふうに考えております。

　　　もう一点、私は、提案というかそういうことを言ったって仕方ないのかもしれませんが、第二弾として小中一貫校を目指しているという説明があったと思うんですが、そうであるならば西山で一貫教育を経験するという選択はなかったんですかね。どうですか。

○議長
　　　教育長。

○教育長

　　　お答えします。
　　　まず、教育の目的のことですが、やはり将来、社会の形成者としてしっかりやっていける、つまり、人間集団の中でしっかり自己実現ができるというのが大きな目的だというふうに私たちは認識しております。

　　　それから、２つ目の小中一貫校については、教育委員会が設置しました調査検討委員会とも十分に議論をしていただいた問題なんですが、小中一貫の趣旨についてはわかるとしても、今、実際に西山地区で抱えている問題、集団の固定化とか人間関係の固定化とか小集団化といった問題が果たしてその小中一貫で解決できるかといったときには、それでできることもあり、またできないこともあるというようなご意見を私どもは調査委員会のほうから報告書として受けておりまして、その報告をもとにして判断したというふうにお答えしておきたいと思います。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　そうしますと、やっているうちはそういうことを言わなかったんですが、終わってから外に出て５・６人集まっていたところに俺もちょっと入って黙って聞いていたんですけれども、西山の場合は生徒が７人になったんです。柳津の場合は平行線みたいで、混ざるの何時だとしゃべったりしていた人がおるんですけれども。だから、それでも小規模校という名のもとにおいては統合しても同じようなことになるんじゃないかというような話なんです、結局は。西山、三島はそうなったけれども、しまいには奥会津全部、一カ所にまとまらないとだめなんだなんていう話になってまいりますので。そういうことからしますと、やっぱり教育の本質はどこにあるのかということを考えた上でやってもらうのが一番いいんじゃないかなというふうに私は思いますので、よくよく、小中一貫なら西山で、「試験的に」と言うと悪いけれども、よくあることでありますから、小中一貫を西山でやることは可能でないのか、できないのかどうかということであります。

○議長
　　　教育長、再答弁。

○教育長

　　　小中一貫構想という中には、施設の分離型の校舎というか、１つの、一体の中として西山小学校を位置づけております。つまり、統合した柳津にある中学校と隣にある柳津小学校、これは何とかして施設一体型に近づけていきたいというふうに考えておりますけれども、施設分離型の小中一貫教育という形で西山小学校は位置づけていきたいというふうに考えております。
　　　現在、全国で行われております小中一貫教育、これは来年度の４月から正式の法制化になりますので今やっているのは特例としての取り組みですけれども、そのほとんどが施設一体型ではなくて施設分離型で実施をしている小中一貫校であります。そういった意味では、施設が分離したそういう小中一貫と、施設を一体化させたそういった小中一貫教育のそれぞれのよさを取り入れられるものというふうに考えておりますので、西山でというよりは、柳津全体でという視野に立って小中一貫教育を進めたいというのが教育委員会の願いであります。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　質問ということでないんですけれども、私は心配するから言うわけですが、結局、根本はどこにあるのかということを考えないと、今の状態では同じことがすぐ後ろから迫ってくるような状態になりますので、そこは慎重に、やっておられると思いますがさらに慎重にお考え願いたいというふうに思います。
　　　次に進みます。大峯林道線について。
　　　これは特別、「大峯」という文言は私としては余り使いたくなかったんですけれども、どう考えたらいいのかわからないからしようがないんだけれども、ということでそうなったわけでありますが。まず、町長は11月14日、大峯が人足をやっているときです。そのときに町長は、ご苦労にもどこかに行く予定で大峯を通ってもらったわけでありますが、その中で大峯の林道の現在の状況をどのように受けとめたのかお願いします。
○議長
　　　町長。

○町長

　　　この道路は必要に応じて開設された道路でありますので、その中で、いろいろな災害も起きてはいますが、本当に皆さんのお手伝いのおかげであのような立派な道路になっているわけでありますので、それらについては維持管理に努力している皆さんに御礼を申し上げたい、そのように思っております。そういう中で通らせてもらっている道路であります。本当に我々、人口が少なくなって、利用の中身についてはいろいろ賛否があろうと思いますが、必要に応じてつくった道路でありますので、これからも維持管理は進めていかなければならないと、そのように思います。通ってきた感じでは、一人旅でありましたけれども、いい道路でありました。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　忙しいところご苦労さまでしたと言っておきます。

　　　それで、９月の質問の中での建設課長の答弁ですと、何月何日までに道刈りをやりますという約束はしませんなんていう答弁があったかと思うんですが、そういうことはいかにも我々住民を、悪い言葉で言えば小ばかにしたような答弁だっだかなというふうに思いますよ。我々は、今、大峯は６軒しかないんです。役場で把握しているのが６軒、実際にうちを管理して守っているのは７軒です。１人分は大峯部落として無報酬というか、そういう状況の中でやっております。そのことは何も問題ありませんが。

　　　先ほどの答弁の中で「必要に応じ修繕等を行います」ということでありますが、必要に応じてということは、区長が要望すればそれはさすけないのか、住民が言うのが受けとめられるのか、どっちが一番聞く判断になりますか。

○議長

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　どちらかということではありませんで、要望がありましたらこちらのほうで現地を確認して判断させてもらいたいと思っております。現在、大峯線、あちこち穴があいたり舗装がないところがありますので、来年度の予算でできる限り通りやすく、舗装の補修は実施してまいりたいとは考えております。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　まず、道路に関する捉え方ということですが、建設課長も俺もどっちかと言いますと悪いところ直せばいいわいと。そういうふうになりがちなんですが、直すことも大事ですよ、と同時に、これだけ高齢化になってきますと、高齢者が生きがいを持ってその地域に住むということは何をもってそういうふうに感じるのかと。道路だと思うんですよ、１つは。
　　　俺のばあちゃん、我が親を言うのもおかしいけれども、俺のばあちゃんがよく言っているのは、何年前からポール立っていんべ、危ねとこ。あれ、何年立てておくんだと。俺も議員やっていて、そんなこと言っているななんて言い返してもいられないから黙って聞いてはおりますが、そういう状況の中で。だから、その後バリケード張ったりしたところ２ヶ所ありますね、石神カーブのとこと、あと上さ行ってからあるんですけど。あそこは町長選挙の前です。黙って見ていた。町長選挙があるからバリケードを立てたり取ったりするのかと。住民の立場からはそうでしょう。俺はちゃんと写真撮ってやってあるんです。町長、この前来て一人旅だったからなんて言っていたけれども、実際にあれだけの面積の舗装が剥がれてぶっくっちているにもかかわらず、直そうともしない。今までないね。
　　　今までも、春先にやった場合には秋までには決めてやってきたという経緯があります。でありますから、やり方も、財政のあり方、財政のつくり方、金のつくり方。予算は簡単に言うと組むものだと思っていますから、我々は頼むけれど、執行部としては予算を組むことだ。いろんなやり方があって、例えば交付税で全額借り入れしてやったとしても、最後は交付税で戻ってくるんだなんて、そういう財政の支出もあるわけでありますから、それらも十分駆使して、早急に改良。改良もいつやるのかわからない、計画にありません、なんていうことではなくて早急にやってもらいたいと思いますが、どうですか。
○議長

　　　天野建設課長、再答弁。

○建設課長

　　　補修の予算も計上してある程度補修をやっていたつもりでございますけれども、今回、あちこち大雨で災害がありました。その関係上でそちらのほうを重点的にやりましたので、その関係上でなかなか道路補修までは今のところいっておりませんでした。そんな関係上、来年も維持管理経費をとった上で適切に改善したいと思っております。林道としての大峯線の改良は一応済んでおりますので、林道としての新たな整備をやっていくには、何かの計画を入れてやっていく必要がありますのでなかなか難しいと思いますので、極力、修繕等に努めてまいりたいと思います。

○議長
　　　７番、荒明正一君。

○７番

　　　あの林道は、林道で開設して、町道になって、また林道になったんですよ。俺は間違いなく荒明正一でやっているけれども、あの林道は３回変わっているんです。だから　　　　　　湯八木沢と大峯街道は石神・湯八木沢線になっているんです。何でかというと、我々がそうしたのではなくて、あの当時は林道の舗装をするにはそのほうがいいだろうという町当局の判断でそうなったはずです。だから今回、今は林道だから、林道を町道にしたほうが、改良するのにはいいのかどうか。
　　　あと、林道であろうと町道にしたにしろ、やり方があると思うんです。私が今考えていることは、あのほとんどはＬ型で間に合うと思っているんです、Ｌ型で。部分的にはそれはＵ字溝でないとだめだということがあるかもしれないけれども。そうすれば管理も簡単なんです、正直言って。１つの例が中野林道そうです。あれも林道だけれども、ほとんどがＬ型　で、真ん中まで来たがなグウーっとはっ付けて。あれで十分なんですよ。そうすると、今の高齢社会において安心して安全に通れる道路になるんです。全体での改良なんていつのことになるかわからないけれども、誰か言ったでしょう、俺たちだって死んでしまう。そういうことではなくて、どっちがいいのか早いのかと。財政的にも楽なのか楽でないのかと。林道、だからＬ型にするならば、吹き付けて道路を切った、その根っこまで押っつけていけばさすけないところもあるし。今のままで林道としての機能を果たしてやっていくやり方もありますから、計画はありません、これは林道です、林道の改良は終わった、あとはやりません、そういうことではなくて、先ほど言ったように、高齢者の生きがいを含んだ道路でありますから、しかも道路というのは千差万別、不特定多数の人が通る道路でありますから、早急にその点を考えて、努力をして、28年度からそのようにやるようにお願いして質問を終わります。
○議長

　　　答弁はよろしいですか。（「答弁もらいます」の声あり）

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　今の質問ですけれども、補助金を受けやすいのは林道よりも町道のほうが改良については受けやすいと思います。あの道路は、林道として毎年のように災害復旧事業を行っております。そんな関係で、一概に、早急に町道にするということは難しいことだと思います。
　　　あと、Ｕ字溝をＬ型側溝にするといいんじゃないかという話がありますけれども、先ほど菊地議員から質問もありましたけれども、Ｕ字溝でさえ木の葉がいっぱい詰まります。そう考えると、Ｌ型はちょこっとでも詰まってしまいます。あれをちゃんと管理しないと、もう簡単にあふれて道路を水が流れているような状況で、町道に関してもやはりＬ型側溝のあるところはよほど管理しないと水が道路に流れてきます。そんな関係もありまして、あそこは特に急勾配になっていますのでＬ型側溝にするとなお管理が難しいと思われます。幅員がとれるのは間違いないと思いますけれども。その辺も検討材料としては考えていきたいとは思います。

○議長

　　　まだ。時間、大丈夫ですか。荒明正一君。

○７番

　　　それは何でかと言いますと、私が口で言っているだけじゃないんです。大峯は、同じような道路が下の原線、墓場に行くとこ。あれも町道になっているから。経験で皆言っているんです。タイヤドーザーでずっと押していくと、しかも良くなります。木の葉たまったから、杉っ葉たまったからのけたとかないですから。そういうふうな心配はしないで、必ずお願いします。
○議長

　　　よろしいですか。また答弁、ありますか。

　　　天野建設課長。

○建設課長

　　　今、側溝関係で一番毎年修理しているのがＬ型側溝なんですよ、実のところ。といいますか、除雪で結局、Ｌ型側溝はそのまま押すんですよ。そうすると、Ｌ型側溝と舗装の間にすき間ができて、そこから水が抜けやすくなるんです。そんな関係で、町道においてもあちこちそれが見られるので、そのたびごとにＬ型側溝は修理が必要になってきます。そんな関係上、２車線もあるような広い道路でＬ型側溝まで除雪をしないところはいいんですけれども、１車線道路についてはよほど検討してＬ型側溝はつけていきたいと思います。（「時間もないからいいです。それはわかったけれども、そんな心配ばかりしたってしようがないから」の声あり）

○議長

　　　荒明議員に申し上げます。建設課長と意見の相違があるようでございますので、この件については後日、建設課長としっかりと対話をしてください。

　　　質問、よろしいですか。（「はい」の声あり）

　　　これをもって荒明正一君の質問を終わります。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

○議長

　　　ここで暫時休議をします。

　　　再開を４時15分とします。（午後４時０３分）

○議長

　　　議事を再開します。（午後４時１５分）

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇
○議長

　　　次に、齋藤正志君の登壇を許します。

　　　２番、齋藤正志君。

○２番（登壇）

　　　通告順に２件についてお伺いいたします。
　　　１つ目として、１．今後の職員の採用と再任用について。

　　　町においては、ことしも４名の職員の新規採用を内定したと聞きます。ここ五、六年でかなり若返ったようにも感じますが、来年の３月にはまた５名の方の退職が決定していると聞くと、住民サービスの低下を招かないか心配となります。町は、職員の採用に当たっては長期的な計画と再任用の活用、またはプロフェッショナルな人材の中途での採用など限られた人数の中で日々の住民サービスや事務処理を考えると、こういった計画や施策が必要と考えるが、町の考え方を伺います。

　　　２つ目としまして、２．高齢化社会が進む中での健康寿命について。

　　　柳津町もますます高齢化が進む中で、第５次振興計画の１つにあるように「誰もが安全・安心して生活できるまちづくり」を目的に、健康で長生きできるようにすることは最も大事であると考えます。特に最近は健康寿命が注目されるようになったが、平均寿命が延びることも大事であると考えるが、健康寿命を延ばすことが町の活性化や財政面でも有効であると思われます。町の現状を踏まえ、どのように把握しているか、また、今後、施策が必要であると考えるが、町の考えをお伺いいたします。

○議長
　　　答弁を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　それでは、２番、齋藤議員にお答えをいたします。
　　　まず、１点目であります。今後の職員採用と再任用についてであります。

　　　この件につきましては議員もおただしのとおり、大変今、職員の若返りがしているわけであります。そういった中で、職員採用につきましては現在、職員数は81名で、平成28年３月にはまた５名の職員が退職する予定であります。４名の一般職に加え、看護師についても採用をする予定ではおります。

　　　平成28年度の職員の募集に当たっては、即戦力となるような人材の採用についても配慮してまいりました。また、再任用については引き続き、このことについてはいろいろな条例もあります。もう少し検討をさせていただきたいと、そのように思っております。
　　　なお、職員の勤続年数を見てみると、５年未満の職員数の割合が25.9％であります。そしてまた、10年未満では33.3％と全体の３分の１が10年未満の職員となっている状況でありますので、職員研修はもちろんでありますが、専門研修などを通し人材育成を図るとともに、適正な定員管理により効率的・効果的な組織体制を図りながら住民ニーズに対応してまいりたいと、そのような考えをしておるところであります。

　　　２つ目であります。高齢化社会が進む中での健康寿命でありますが、国は日本再興戦略中短期工程表において2020年までに国民の健康寿命を１歳以上延伸という目標を掲げておりますが、町においても毎年、年代ごとに町民アンケートを実施しており、心身ともに健康だと思う町民及び日ごろから健康づくりに取り組んでいる町民の割合について把握をし、これを成果指標として健康づくりの推進に努めているところであります。

　　　健康寿命の延伸を実現するには、高齢化に伴う機能の低下をおくらせるために、高齢者はもちろんのことでありますが、次世代の担い手となる世代の健康にも焦点を当てた取り組みを強化する必要があると考えております。
　　　このため、健康情報等を最大限活用しながら、予防視点も踏まえた検診受診率の向上、保健指導による生活習慣の改善、そしてまた、がん検診精密検査該当者の受診勧奨等の保健事業を効果的に実施をしてまいりたいと思っております。

　　　また、柳津町データヘルス計画に基づき、メタボリックシンドローム該当者・予備軍の減少や糖尿病の有病者の増加の抑制を図り、虚血性心疾患、脳血管疾患の予防、透析患者の抑制のための対策に努めてまいりたいと、そのように思っております。

　　　さらにですが、身体の健康にあわせ心の健康づくりを推進するとともに、将来を担う世代の健康を支えるため妊婦さんや子供の心身の健康づくりも推進をしてまいりたいと、そのような思いであります。

　　　以上であります。

○議長

　　　これより再質問を許します。

　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　では、再質問させていただきます。

　　　まず、１番目の今後の職員の採用と再任用についてであります。ご答弁をいただきましたけれども、来年度は即戦力となるような人材の採用を心がけてきたと言っているわけですが、もちろん能力のある人、高い人を選んで採用予定としたというふうには考えますが、新人でございますので、即戦力というのはいかがと思いますが、何をもってとりあえず即戦力という形での採用と言っているのかをまずお伺いいたします。

○議長

　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　即戦力になる人材というようなことで、次年度の採用等については大卒の関係で３名、それから高卒で１名というような形を考えております。大卒の内容等を見ますと、３人のうち２人の方が企業等に１回勤めておられますので、そういう中では実社会を経験した方が２名、あと、大卒の新卒の方１名というふうなことであります。高卒関係等についても、短大を出ている方等でありますので、ある程度そういうふうな面では高卒の中でも若干上かなと思っております。年齢的なことを言っても、即戦力になるかどうかというようなことは言われるんですけれども、今回の分につきましては４名の方が26歳以上の平均年齢となりますので、ある程度社会的な経験等も積んでいる方と思っております。また、試験の内容等も優秀でありましたので、そういう点で、即戦力になっていただくために、町としても採用した後はいろいろ研修等を重ねながら、早目に即戦力の人員になるように頑張っていきたいと思っております。
○議長

　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　今、26歳平均ということですから、ある程度社会でもまれてきた経験があるということで、そういう意味では経験値が違うのかなというふうにも思います。ただ、約40年間、60歳定年であれば平均すれば皆さん40年、お勤めになると思います。来年５人おやめになって、平均10年以内の方が３分の１、33.3％が10年未満ということでございます。もちろん、いつも行財政改革の中でもよく、研修等で鍛えていますというような言葉を聞くんですけれども、実際、この研修等でこれだけの若い人たちのスキルアップが図られるのかどうかちょっと心配なんですが、その辺をちょっとお伺いしたいと思います。

○議長

　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　ただいま議員のおただしのように、５年以下という職員の方が21名いらっしゃいまして、やはり10年未満ですと27名というようなことで、かなりの人数、５年未満の中にいらっしゃいます。そういう中で、最初に採用したばかりのときの研修等もあるんですけれども、その後についてもやはり町としても経験を積ませるために、また、職域によりましての研修等を重ねながら進めていきたいというようなことで、即戦力までなかなか難しい部分もありますが、その専門分野等の研修等もあわせて、やはり人材育成を図っていきたいというふうに考えております。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　十分かという質問だったので、十分だというような感じではないような答弁ではありますが、これもいたし方ないのかなという部分はあります。でも、この問題については過去に監査のほうからの指摘もありました。そして、議会一般質問等においてもただしてきた経緯があるわけです。それを踏まえて３つに絞って質問したいというふうに思います。

　　　まずは１つ目、昨年議会答弁にありました定員管理適正化計画についてでありますが、これは早急に策定して公表していきたいということでしたが、現状どうなっているのかお伺いいたします。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　定員の適正化管理というようなことでありますが、これらついても町のほうでいろいろ進めているところでありますが、今現在、まだ策定中となっております。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　これは本当に毎年のように指摘を受けて、去年も議会のこの場で言っているわけですから、やはり早急に策定していかないとちょっと問題があるんじゃないかと思うんですよ。これをつくって公表することによって、私は本当に柳津町の優秀な若い人材が、柳津町の中で、例えば行政に興味を持ってここで一生懸命働きたいとか、それはそうですよね。あと、看護師さん、またやめますけれども、こういう方、そして保育所、こういうものを含めて、早目に公表して計画を立てることが、そして町民に知らせることが、やはり優秀な人材を地元からとって地元の人間に定住していただく。少しでも多くこういった方法が必要だと思いますが、いかがでしょうか。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　おただしのとおり、看護師についても本年度１名おやめになりますが、来年度についてまた、定年の時期に来ております。また、保育所の保育士の皆さん等についても結構年齢の高い方もいらっしゃいますので、これらも含めてやはり議員のおっしゃるとおり、ある程度適正化の計画もつくっていかないとまずいのかなというふうには思っております。
○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　課長、そういうことですから、課長も皆さん執行部の方、これは十分ご理解いただいていると思いますので、12月、忙しいところが終わりましたら、やはりこういうものの策定に少し時間を割いて早急にやっぱりやっていただきたいと思うんですが。できればすぐにでもつくって、来年度、我々にも公表していただけるようなことが一番望ましいと思いますが、一応目標としていつまでこれをつくって皆さんに公表したいか、お伺いいたします。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　今、町のほうでも、一応35年まで退職される方、60定年としてそこまでいる方等の内容等については把握を今、しているところであります。その中においての適正化の配置でありますが、議員の中でも何回となく職員採用等についてはいろいろおただしが出てきておりますが、その中においても今、どうしても職員の数等についても、こが適正かということも今、庁議の中でもいろいろ協議をしているところでありますので、それらを早急にまとめまして、退職する方、35年ぐらいまで大体の名簿等もつくってありますので、これらを見ながら早目に対応していきたいというふうに思います。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　本当に早目にお願いします。これが進まないと次の質問にもいけなかったんです、実は。そういうことで早目にやっていただくということでございます。
　　　適材ということでございますが、２番目に再任用です。最長５年間の再任用ということで私ちょっと認識していたんでございますが、今までこの制度を活用したのはなかったというふうに記憶しております。途中、早期退職をしていただいた方が課長なんかでもおりましたけれども、時代が変わってきているわけです。これだけ若い職員が多くなったときに、やっぱり経験を積んだ課長さんたちが次々に抜けていくというのは、本当に、何でしょうね、永久歯が抜けていくような感じですかね。若返ってサメのように生えかわればいいんですけれども、それも急にはならないと。そうなってくると、若い人の後ろ盾というか、安心した仕事、そして住民サービスを考えたときに、この再任用というのは本当に町長が今考えていますよというような話で、引き続きちょっと検討させてくださいという話でしたが、私はこれは、希望もあると思います。課長さんたち、やめていく方の、本当に退職される方の希望もあると思います。先輩たちが綿々とこういうような形で退職されていったという経緯も踏まえるんですけれども、柳津町がやっぱりこれから住民サービスの低下とかそういうものをなくしてこの限られた数でやっていくとなれば、ここはやっぱりそこを乗り越えて進めるべきだと私は思うんです。民間であったらば簡単な話なんですが、なかなかこういうところはあれなんですが、希望者がいるかどうかも踏まえて、本当にこれを実現していただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。
○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　先ほど町長の答弁の中にもありましたが、再任用につきましては、引き続きもう少し時間をいただきながら検討をしていきたいというようなことしか今のところは言えません。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　これは人事ですからちょっと微妙な部分がありますけれども、希望としてそういうことを申し上げておきたいというふうに思います。

　　　次に３つ目、最後に、本当の即戦力というのは、民間経験者等からの積極的な中途採用、こういうのも部署によっては私はいいと思うんですよ。町長はオールマイティーな職員を目指すんだということで、私もオールマイティー結構なんですが、部署部署によってはそういったプロフェッショナルを採用することによって時間は、ある程度経験を積んだ方ですから何十年も雇用はできないかもしれませんけれども、それをすることによって、例えば事務の効率化であったりとか現場での判断が早いとか、そういうものが望まれると思うんですが、これもあわせて積極的に取り組んでいくべきというふうに思うんですが、いかがでしょうか。

○議長
　　　矢部総務課長。

○総務課長

　　　これらについても即戦力者というようなことでありますが、町においてもやはり年齢を若干上げながら進めております。大卒についても35歳までの方が受験できるような形をとったり、高卒でも短２名、今回の看護師については一回35歳で募集したんですけれどもちょっといなかったというようなこともありまして、再度40ということでの募集を今行っているところであります。こういう中で、議員がおただしのように、即、その中でオールマイティー的な部分も、町長いつも言っておりますが、そこの中で即戦力、その分野分野でなる方等についても、１つの採用の基準の中で考えていかなければならないと思っております。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　部署によっては本当に残業が多かったり、本当に健康を崩すような方も、その分野がちょっと違ったりするとやっぱりなかなか厳しい部分もあって、非効率化もありますから、ぜひそういう意味では35歳にとらわれることなく、そういったものをぜひ検討していっていただきたいと思います。これで１番目の職員採用と再任用については質問を終わらせます。

　　　次に、高齢化社会が進む中での健康寿命ということでございます。

　　　昨今は平均寿命よりも、もちろん健康寿命という言葉が、延ばすということに注目が集まっているように思います。健康寿命といいましてもＷＨＯと厚労省が言っているのでは若干定義が違っておりますので数字は全く違ってくるんでありますが、日本でございますので厚労省が言っている数字をもとにして話を進めていきたいというふうに思います。
　　　日本人の平均寿命は、男性で平成25年度80.22歳、健康寿命が71.19歳、女性の平均寿命が86.61歳、健康寿命が74.21歳となっております。町のアンケートから柳津町の健康寿命の現状をどのように把握しているか伺います。

○議長

　　　鈴木町民課長。

○町民課長

　　　高齢化社会の進行に伴いまして寿命が延びております。それに伴って健康寿命というものも延びてきているかと思われますが、こちらを延ばすということが非常に重要だと思います。
　　　健康寿命は議員おっしゃられるようにいろんな考え方があるわけですが、年をとってから介護状態とか寝たきりとかそういったことにならないような、期間、それをなるたけ後ろに持っていくということで、やはり若い時代からの健康管理、健康づくり、そういったものが大切であるというふうに考えておりまして、そこから保健事業というようなことで取り組んでおるところでございます。
　　　健康寿命につきましては、町で、いろいろな考え方があるということで今の時点で特段、健康寿命が幾らという算定はしておりませんが、県の平成22年のデータ、ちょっと５年ほど前で古いんですが、それによりますと、福島県としましては男で69.97歳、女の方で74.09歳というような数字が出ております。ですので、平均寿命から見ますとやはり10歳から11歳、その間が健康でない寿命、あくまでも平均値ですが、そういったところが柳津町におきましても現状というふうに認識しております。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　突然聞いて申しわけなかったですけれども、お医者さんにしてみればある程度健康をコントロールできていれば健康じゃないかということで、本人が感じている部分でこれはアンケートをとっていますので、血圧が高くて１週間に２回薬をもらっているとか毎日薬を飲んでいるとか、これでもやっぱり、週２回以上ちょっと不健康だなと思っている人は不健康だと書いちゃうわけで、お医者さんに言われてみれば、日常生活で何ら普通に生活できている人は、これは健康であるとある程度言えるんじゃないかというお医者さんもいらっしゃいました。
　　　その中で、全国の数字から見ますと不健康と感じている期間が男性が約９年、女性が約12年と長い期間過ごすようになるわけですね、今、課長が言ったように。不健康な期間を短くすることが個人の幸せや家族の幸せにつながるのはもちろんです。町にとっても、財政的、健康保険料や介護保険料の圧縮になるのはもちろんであります。町においては保健的予防に積極的に取り組んでいるのはもちろん私も評価をしております。また、健康診断の受診率の向上に苦慮しているのもわかっておりますが、この予防という観点からいくと、この受診率を上げるということが非常に大事になってくると思いますが、具体的にここを改善するために何か考えを持っておられるのかまずお伺いします。

○議長
　　　町民課長。

○町民課長

　　　これまでもお話ししてきたかと思いますが、町におきましては受診率の向上がとにかく大事だということで取り組んでまいりました。しかしながら、現状を見ますと、国保ということになりますが、１人当たりの医療費が県平均から比べても高いというようなそういう現状であります。ですので、受診率の向上ということで、これまでもそうですがさらに力を入れて、とにかく健診を受けないという人がいらっしゃいますので、そういった方をなくすよう、いろんな機会をつかまえて受診していただくよう取り組んでまいりたいと思います。
　　　また、あわせて、疾病の重傷化予防といったことが非常に重要というふうに考えてございます。この２つを軸に保健事業を町民課として実施しておるわけでありまして、具体的に栄養指導とかそういった保健指導につきまして保健師を中心として取り組んでおるわけですが、さらにその体制を図るために、何年か前から、全国的に知られた長野県の栄養士の方、それから、昨年からは茨城県の優秀な実績を上げていらっしゃる保健師の方がいらっしゃいますので、そちらの方の協力を得まして、柳津町においでいただきまして町の保健師と一緒に取り組んでおります。そういったことで、とにかく受診率の向上とあわせて疾病の予防、重症化になる前の対策が重要だということで、そういうふうな取り組みをしてございます。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　世間一般的に、健康寿命を延ばすには働くのが一番いいらしいんですよ。やっぱりそういう場所を高齢者の方にも、場所があれば一番いいんです。でも、なかなか、うちの年寄りなんかの場合だと田んぼがあったり畑があったりしますので、毎日今の時期まで働いておりますので、もう85になりますけれども全く薬も飲まない。多少膝が痛いとか言いますけれども、本当に健康寿命が、85歳、すごいなというふうに思います。

　　　一番いいのは、では、個人的にどうかというと、「てくてく、かみかみ、にこにこ、どきどき」がいいと言われております。これはどういうことかと言いますと、「てくてく」というのはこれは歩くことだそうでございます。「かみかみ」というのは、３回の食事をゆっくりとると、よくかんでですね、これがいいそうでございます。そして、いつも「にこにこ」、これがいいと。あとは、心に五感を感じるような「どきどき」、これがあると本当に健康寿命が延びるというふうに言われております。これらを踏まえて２つお伺いいたします。

　　　１つは、体育、食育、知育、環境と４つそろれば一番いいと言われておりますので、この中で特に体育の部分。まず、体育、体を育むということですが、年をとってもやはり体を育むということは大事になってくると思います。どういうことかというと、歩くのが一番いいらしいんですが、１日、多少負荷をかけて30分以上、余りやり過ぎてはいけないらしいんですけれども、この辺が一番いいと言われております。
　　　柳津町も水ウオークがあるように、当然ウオーキングに適した場所であるというふうに思います。やはり町民にそういった環境を整えて、ウオーキングを推奨して、ウオーキングの町というような、宣伝と言っては失礼ですけれども、こういうことで健康と観光、両面で進めていけばいいんじゃないかなと思うんですが、いかがでしょうか。

○議長
　　　町民課長。

○町民課長

　　　体育といった部分でございますが、健康づくりには軽運動といったことだと町民課としては認識しておりまして、それに基づいた保健事業といったことで実施しております。健康運動指導士、指導により保健事業といったことで町民課としては実施してございます。
○議長

　　　公民館長。

○公民館長

　　　スポーツの面がございましたので、私のほうからお答え申し上げたいと思います。

　　　私のほうでは今、競技スポーツより軽スポーツを中心にこれからは行っていきたいということで、１つは総合型地域スポーツのほうに力を入れていきたいということで、今言われたように、散歩、急歩、そして、考えながら数字等を争うような計測をする。例えば室内でできる吹き矢、カローリングというような、体育館で行います。これも点数でお互いに。そういったスポーツの普及に努めていきながら、今言われたような、できたらジョギング、軽く走る方向までいって心拍数を上げていく。そういった方向に今、スポーツ推進委員などと話しながら進めたいというふうに考えております。
　　　以上でございます。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　本当にいい話だと思います。そういうのをどんどん高齢者の方に薦めていただいて、本当に健康維持をしていただきたいと思います。古殿だったでしょうか、石川のほうで、大豆を推奨作物にして、これでいっぱい農家の方、年寄りにつくってもらって、健康維持と食物を使った地域の活性化を図っているというのがあります。やっぱり柳津も農家の人に関してはこういった推奨作物をつくって、健康にいいもの、例えば今、認知症にいいなんて言われていますエゴマの油とかこういったものをつくって、あわせて６次化になれば一番いいでしょうけれども、そういかないにしても、ある程度の量をつくってこれをやっぱり町民でこの油を使えるような形にすれば、健康維持なんかも図れるんじゃないかなというふうに思います。

　　　そこで、次に、食育ということで先ほどもありました。私は学校だけが食育ではないと思っています。年寄り、そして我々中年でしょうか、このぐらいの人間も、やはり食育、これは大事だと思います。先ほど栄養士の方とか保健師の方、一緒にやっているということでございますが、これをもうちょっと広げて、もう少し、何ていうんでしょう、塩分をとらないとかこういう油をとりましょうとか、そういった町を挙げての取り組みのようなことができないのかなと思うんですが、いかがでしょうか。
○議長

　　　この食育に関しては、学校以外の中年、壮年、高齢者を含めてですから。

　　　町民課長、答弁を求めます。

○町民課長

　　　健康づくりのために食生活の指導が非常に重要であります。栄養のバランスのとれた食生活ということで、町民課としても各種栄養指導といったことで機会を捉えて実施をしてございます。また、健診結果に基づいた保健師による指導の際にも、そういった指導ということで実施をしておるところでございまして、こちらの食生活の指導といったことでは、具体的には塩分を控えるとか動物性脂肪ととり過ぎに注意するとか、野菜、果物をとる、牛乳・乳製品を積極的にとるとか、そういったことが重要だというふうに言われておりますので、そういったところで、以前は何々教室ということで全体的な教室をやっておったんですが、現在は疾病、重症化する前の段階での指導といったことに重きを置きまして、そういった指導を現在はしているところであります。

○議長
　　　２番、齋藤正志君。

○２番

　　　やっぱり何でもそうなんですが、予防が一番というふうに考えます。発症してしまってからでは、何でもそうですけれどもお金が大変かかりますので、いかにそれを前で食いとめてて、寿命が来たらさっと逝くような形が理想と私も思っております。
　　　最後に、これから、公民館長が言われたように、生涯学習の場の充実、そして介護予防、これに力を入れていただくことを切に願いをしまして、私の質問は終わります。

○議長
　　　これをもって、齋藤正志君の質問を終わります。

　　　これで一般質問を終わります。
　　　以上をもって本日の日程は全部終了しました。

　　　お諮りいたします。

　　　本日、これより12月11日午前10時までを議案調査のため休会といたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本日より12月11日午前10時まで休会とすることに決定いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

　　　　　　　　　◎散会の議決

○議長

　　　お諮りいたします。
　　　本日はこれをもって散会いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。
　　　よって、本日はこれをもって散会いたします。

　　　長時間、大変ご苦労さまでございました。（午後４時５４分）
２９

